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１月１日号 ◆

◆

◆

◆

みなさんのご意見をお寄せくだ

さい（男女共同参画・健康づくり）

民 生 委 員・児 童 委 員 を 委 嘱

確 定 申 告 に 備 え て 準 備 を

次期中間処理施の候補地を募集

…2

…2

…3

…4

主 な 内 容

新
春
の
ご
あ
い
さ

 新
春
の
ご
あ
い
さ
つつ

印
西
市
長
　
板
倉
正
直

　
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
市
政

に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご

支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
喫
緊
の
課
題
や
公
約

の
具
体
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、

市
長
就
任
1
年
目
に
道
筋
を
つ
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
中
で
も
わ
た
し
の
公
約
の

第
1
番
目
に
掲
げ
た
印
西
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
次
期
中
間
処
理
施
設
の
移

校
・
開
設
に
向
け
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
小
林
駅
舎
の
橋
上
化
に
つ
い

て
は
、
昨
年
8
月
か
ら
本
格
的
な
工

事
が
始
ま
っ
て
お
り
、
新
駅
舎
の
利

用
の
開
始
は
今
年
の
秋
頃
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
自
由
通
路
な
ど
に
つ

い
て
も
順
次
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
印
旛
高
校
跡
地
活
用
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
　
年
度
全
面
共
用
開

29

始
を
目
指
し
、
計
画
的
に
整
備
い
た

し
ま
す
。
本
年
は
、
跡
地
活
用
に
必

要
な
市
道
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
「
市
民
目
線
」
を
市
政
の

基
本
と
し
て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
健
康
で
喜
び
と
幸
せ
に
満
ち
た
1

年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
し
て

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

転
計
画
は
、
用
地
検
討
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
候
補
地
選
定
に
関
す
る
具

体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
二
次
救
急
医
療
の
整
備
は
、
印
西

総
合
病
院
が
昨
年
　
月
に
二
次
救
急

10

病
院
と
し
て
認
定
さ
れ
、
市
内
の
医

療
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
北
総

線
運
賃
問
題
、
待
機
児
童
対
策
な
ど

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
解
決
に
向

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
の
主
な
事
業
で
す
が
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
　
住
区
に
お
け
る
小
学
校
な
ど

21

の
公
益
的
施
設
の
整
備
、
Ｊ
Ｒ
小
林

駅
の
駅
舎
な
ど
の
整
備
、
印
旛
高
校

跡
地
活
用
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
住
区
の
小
学
校
な
ど
公
益
施
設

21
に
つ
い
て
は
、
今
年
か
ら
本
格
的
な

工
事
を
始
め
、
平
成
　
年
4
月
の
開

27

印
西
市
議
会
議
長
　
渡
邊
正
一

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
「
住
み
よ
さ
日
本
一
」
に

選
ば
れ
、
一
昨
年
に
続
き
2
年
連
続

の
栄
誉
と
な
り
ま
し
た
。
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
圏
で
は
、
大

型
商
業
施
設
が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン

積
し
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
市
政
運
営
が
出
来
る
よ
う
、

問
題
解
決
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
ス

ム
ー
ズ
な
議
会
運
営
が
必
要
で
、
議

員
か
ら
の
意
見
を
調
整
し
、
前
向
き

な
議
論
が
で
き
る
議
会
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
住
み
よ
さ
日
本

一
」
が
実
感
で
き
る
よ
う
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
協
力
し
な
が
ら
日
々
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
印
西
市
議
会
に
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

し
、
印
西
牧
の
原
駅
圏
で
は
、
戸
建

住
宅
も
次
々
と
建
ち
並
ん
で
き
て
い

ま
す
。
日
本
一
効
果
で
、
各
地
か
ら

の
行
政
視
察
も
増
え
、
印
西
市
の
地

名
度
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
の
台
風
　
号
で
は
、

26

各
地
に
土
砂
崩
れ
や
床
下
浸
水
、
道

路
冠
水
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
目

の
当
た
り
に
し
、
自
然
災
害
の
脅
威

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
生
産
地
域
で
は
、
水

利
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
機
能
低
下

に
陥
っ
た
り
、
農
業
政
策
も
変
革
を

強
い
ら
れ
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替

え
問
題
、
北
総
線
の
高
運
賃
問
題
、

J
R
成
田
線
の
利
用
客
減
少
な
ど
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山

今年も印西市が
　
小
林
地
区
に
あ
る
　
の
商
店
で
結

29

成
さ
れ
た
「
小
林
を
明
る
く
す
る
会
」

で
は
、
昨
年
　
月
に
千
葉
県
の
マ
ス

11

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
チ
ー
バ
く

ん
」
と
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
い
ん
ザ
イ
君
」
を
描
い
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を
制
作
し
ま

し
た
。

　
作
成
に
は
地
元
の
み
な
さ
ん
や
小

林
小
、
小
林
北
小
の
児
童
も
協
力
。

去
る
　
月
　
日
に
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

11

24

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
に
L
E
D
灯
を
付
け

る
作
業
を
行
い
（
左
下
写
真
）、　
月
12

1
日
に
J
R
小
林
駅
北
口
ロ
ー
タ

リ
ー
で
点
灯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
点

灯
に
駆
け
つ
け
た
み
な
さ
ん
か
ら
は

「
き
れ
い
！
」「
う
ま
く
点
い
て
良
か
っ

た
」
と
の
声
も
。

　
ボ
ー
ド
に
は
、
小
林
地
区
の
桜
の

名
所
「
小
林
牧
場
」
の
桜
も
モ
チ
ー
フ

に
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
魅
力
も
P

R
。
同
会
に
よ
る
と
「
桜
の
季
節
に
な

る
3
月
末
ま
で
点
灯
す
る
予
定
で
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

光
輝
き
ま
す
よ
う
に

▲葛休日に集まってみんなで
協力しLED灯を取り付けました

小林駅北口ロータリーで点灯されたイルミネーシ小林駅北口ロータリーで点灯されたイルミネーショョ
ンボード。鮮やかな光が駅前に彩りを添えまンボード。鮮やかな光が駅前に彩りを添えますす
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胸
意
見
の
提
出

方
法
…
1
月
8

日
我
～
　
日
我

22

（
消
印
有
効
）に
、

任
意
様
式
ま
た

は
専
用
の
様
式

（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
意
見
箱
（
閲
覧
場
所
に
設

置
）、
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
持
参
。

※
氏
名
な
ど
の
必
要
事
項
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
も
の
は
無
効
。
ま
た
、

応
募
に
要
す
る
諸
費
用
は
応
募
者
本

人
の
負
担
で
す
。

■問 
健
康
増
進
課
総
務
班
（
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
内
・
〒
2
7
0
―
1
3
2

7
印
西
市
大
森
2
3
5
6
―
3
・
緯

碓42 
5
5
9
5
・
胃
碓42 
5
5
1
4
・
■メール 

k
e
n
k
o
u
k
a@
city
.in
zai.lg

.
jp

）。

平成２6年（２０１４）１月１日号（２）

怯
第
2
次
健
康
い
ん
ざ
い
　
～
21

印
西
市
健
康
増
進
・
食
育
推
進

計
画
～
（
素
案
）

　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
と
食

育
の
推
進
に
関
す
る
計
画
と
し
て
、

市
で
は
「
第
2
次
健
康
い
ん
ざ
い
　21

～
印
西
市
健
康
増
進
・
食
育
推
進
計

画
～
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
計
画
の
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
と
お

り
意
見
を
公
募
し
ま
す
。

胸
募
集
期
間
…
1
月
8
日
我
～
　
日
22

我
。

胸
閲
覧
場
所
…
市
役
所
、
各
支
所
・

出
張
所
・
公
民
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー

に
設
置
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲

覧
可
（
閲
覧
は
1
月
8
日
我
か
ら
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。

胸
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
…
左
表
の
と
お
り

胸
退
任
者
…
次
の
と
お
り
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

▼
松
崎
千
鶴
子
▼
亀
矢
隆
一
▼
石
川

み
さ
ほ
▼
渡
邉
友
幸
▼
川
村
勝
子
▼

小
川
幹
雄
▼
髙
橋
正
行
▼
村
越
勝
男

▼
香
取
定
美
▼
久
保
田
眞
知
子
▼
石

島
洋
次
▼
櫻
井
常
作
▼
出
山
久
▼
松

尾
和
子
▼
神
澤
光
子
▼
大
西
榮
子
▼

相
馬
由
起
子
▼
津
留
﨑
隆
史
▼
金
久

ひ
さ
子
▼
廣
瀬
英
一
郎
▼
鈴
木
千
代

子
▼
上
山
ス
イ
子
▼
山
田
洋
子
▼
大

森
勝
人
▼
小
尻
和
美
▼
石
井
武
雄
▼

柴
海
博
▼
武
藤
建
司
▼
柴
倉
善
則
▼

中
川
正
博
▼
加
藤
禮
子
▼
鈴
木
宏
茂

▼
長
野
千
鶴
子
▼
中
島
優
子
▼
岩
井

紘
一
▼
小
名
木
節
子
▼
石
塚
英
輔
▼

稲
葉
明
▼
海
老
原
秀
雄
▼
川
村
喜
石

▼
宮
川
知
佳

【
主
任
児
童
委
員
】

▼
菊
地
愛
子

　
　
―
本
文
・
表
と
も
に
敬
称
略
―

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
5
、
2
5
6
）。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
活
動
す
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝

達
式
、
感
謝
状
伝
達
式
が
、
去
る
　12

月
1
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び

千
葉
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
良
き
相
談
相

手
で
あ
り
、
協
力
者
と
も
な
っ
て
く

れ
る
人
で
す
。

　
社
会
奉
仕
の
精
神
で
常
に
み
な
さ

ん
の
立
場
に
立
ち
、
相
談
や
援
助
な

ど
の
社
会
福
祉
活
動
を
し
て
く
れ
ま

す
。
　
今
回
委
嘱
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、

行
政
と
市
民
を
つ
な
ぐ
地
域
福
祉
の

推
進
役
と
し
て
、
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

怯
第
2
次
印
西
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
（
素
案
）

　
市
で
は
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
社

会
で
、
男
女
が
互
い
を
尊
重
し
参
画

で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
「
第
2
次

印
西
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
素
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

胸
募
集
期
間
…
1
月
　
日
画
～
　
日

10

31

画
。

胸
閲
覧
場
所
…
市
役
所
、
各
支
所
・

出
張
所
・
公
民
館
・
図
書
館
に
設
置
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、
市

内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

る
人
。

胸
意
見
の
提
出
方
法
…
1
月
　
日
画

10

～
　
日
画
（
消
印
有
効
）
に
、
任
意

31
様
式
ま
た
は
専
用
の
様
式
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
意
見
箱

（
閲
覧
場
所
に
設
置
）、
ま
た
は
直
接

左
記
ま
で
持
参
。

※
氏
名
な
ど
の
必
要
事
項
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
も
の
は
無
効
。
ま
た
、

応
募
に
要
す
る
諸
費
用
は
応
募
者
本

人
の
負
担
で
す
。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市

大
森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
4

4
・
胃
碓42 
7
2
4
2
・
■メール sim
in
k

atu
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

民生委員・児童委員
木下・小林地区

松下　吾朗
植竹　久枝
松田　ヒトミ　
中村　智恵子
塚田　五十鈴
中村　 恵子
柴田　 政子
笹倉　惠子
豊田　八雄威
大野　有信
山口　茂
寺田　節子
小関　摩利
岩井　忠雄
丸山　清喜
風岡　明美
田村　次郎
安達　公宇
大森・永治地区

海老原　作一
小熊　寿美江
大越　美知子
古出　勝男
宮嶋　茂
篠田　道雄
渡邊　和子
吉谷　公江
穴澤　義典
森屋　忠治
小林　一夫
川嶋　三郎
髙橋　繁夫
富澤　利明
山﨑　 一枝
海老原　利雄

胸民生委員・児童委員、主任児童委員の一覧胸

 み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

 男
女
共
同
参
画
・
健
康
づ
く
り
で
意
見
公
募

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

 民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員員

 地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
各
委
員
を
委
嘱

葛
伝
達
式
で
は
板
倉
市
長
よ
り
委

嘱
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た

船穂・牧の原地区
岡本　一男
鳥羽　滿
鈴木　容子
杉森　文雄
今井　明美
板橋　恒二
夘沢　良夫
谷本　仁
仲村　裕子
小柴　香織
森谷　洋子
内藤　育子
安瀬　多希子
大内　美弥子
ニュータウン中央北地区
亀倉　美枝子
大山　多喜子
只津　晴子
武田　好子
本田　薫
地土井　明美
平田　みゆき
中島　さと子
伊藤　朗子
木原　裕之
井ノ上　直美
大和　雅子
宮野　真実
矢治　正男
牛頭　憲昭
ニュータウン中央南地区
亀岡　晶子
好川　八重子
川合　博
増田　葉子
志賀　泰次郎

森住　嚴
渡邉　俊子
菅原　みどり
榎田　絹江
前田　嘉栄
亀田　葉子
佐藤　康夫
深川　秀之
山下　順三
菅谷　義子

印旛地区
山﨑　裕志
齋藤　亮賢
吉野　康夫
宗像　綾子
佐藤　肇
冨井　久江
野村　やえ子
久保田　耕一
平山　利一
石井　照次
武藤　克幸
石井　洋子
吉野　富美子
櫻井　由紀子
齋藤　正博
桑原　幸子
宮内　和美
渡邉　信一
豊田　サチ子

本埜地区
青野　正男
飯髙　義一
五十嵐　一男
浅野　敏一
織原　拯
颯佐　春美
山岡　從夫
田畑　真理
桑原　智
矢納　重子

主任児童委員
木下・小林地区

大野　昭子
佐藤　桂子
大森・永治地区

宇久　治良
塩田　幸子
船穂・牧の原地区
平川　かつ子
森下　真弓
ニュータウン中央北地区
幅　道子
對馬　由佳

ニュータウン中央南地区
豊田　多見子
小島　かをる

印旛地区
藤代　光枝
武内　小枝

本埜地区
前田　陽子
松山　悦子

※地区名はそれぞれの担当地区です。

民生委員・児童委員の主な仕事
　民生委員の職務について民生委員法第14条で
は次のように規定されています。
煙住民の生活状態を必要に応じ適切に把握し
　ておくこと
煙生活に関する相談に応じ、助言その他の援助
　を行うこと
煙福祉サービスを適切に利用するために必要な
　情報の提供、その他の援助を行うこと
煙社会福祉事業者と密接に連携し、その事業又
　は活動を支援すること
煙福祉事務所その他の関係行政機関の業務に協

　　　　　　　　　　　　　  力すること
煙その他、住民の福祉の増進を図るための活動を行うこと
　児童委員・主任児童委員の職務について児童福祉法第17条では次のように
規定されています。
【児童委員】
煙児童及び妊産婦につき、その生活及び取り巻く環境の状況を適切に把握
　しておくこと
煙児童及び妊産婦につき、その保護、保健その他福祉に関し、サービスを
　適切に利用するために必要な情報の提供その他の援助及び指導を行う
　こと
煙児童及び妊産婦に係る社会福祉を目的とする事業を経営する者又は児
　童の健やかな育成に関する活動を行う者と密接に連携し、その事業又は
　活動を支援すること
煙児童福祉司又は福祉事務所の社会福祉主事の行う職務に協力すること
煙児童の健やかな育成に関する気運の醸成に努めること
煙その他、必要に応じて、児童及び妊産婦の福祉の増進を図るための活動を
行うこと
【主任児童委員】
煙児童の福祉に関する機関と区域を担当する児童委員との連絡調整を行う
こと
煙区域を担当する児童委員の活動に対する援助及び協力を行うこと

（厚生労働省ホームページより）

▲男女が手を取り合って
いる様子をモチーフとし
た男女共同参画のシンボ
ルマーク
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（
緯
内
線
2
3
4
・
2
3
7
）、
印
旛

支
所
市
民
福
祉
課
市
民
班
（
緯
碓98 
1

1
1
6
）。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
に

ご
注
意
を

　
e
―
T
a
x
を
利
用
す
る
た
め
の

電
子
証
明
書
に
は
有
効
期
間
が
あ
り

ま
す
。

　
有
効
期
間
は
、
証
明
書
の
発
行
日

か
ら
起
算
し
て
3
年
と
な
り
、
有
効

期
間
が
満
了
す
る
と
失
効
し
、
電
子

申
告
な
ど
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
平
成
　
年
に
電
子
証
明
書
を
取
得

23

し
た
人
は
、
本
年
に
そ
の
有
効
期
間

が
満
了
と
な
り
ま
す
。
効
力
が
失
わ

れ
る
と
、
再
度
電
子
証
明
書
の
申
請

（
更
新
手
続
き
）
が
必
要
で
す
。

　
す
で
に
電
子
証
明
書
を
取
得
し
、

今
年
e
―
T
a
x
を
利
用
す
る
人
は
、

ご
自
分
の
電
子
証
明
書
の
有
効
性
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
有
効
性
の
確
認
は
、「
公
的
個
人

認
証
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
w
w
.jp
k
i.g
o
.jp
/

）」
の
「
オ

ン
ラ
イ
ン
窓
口
」
の
中
で
確
認
で
き

ま
す
。

■問 
市
民
課
住
民
記
録
班
（
緯
内
線
2

3
4
・
2
3
7
）。

（３）平成２６年（２０１４）１月１日号

　
税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
、
自
動

計
算
で
便
利
な
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
提
出

（
送
信
）
で
き
ま
す
。
医
療
費
の
領

収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
、
そ
の

記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ

と
で
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
法
定
申
告

期
限
か
ら
5
年
間
、
税
務
署
か
ら
書

類
の
提
出
ま
た
は
提
示
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）、
還
付
さ
れ

る
ま
で
の
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど

碓伺 
申
請
の
際
、
本
人
確
認
と
パ
ス

ワ
ー
ド
設
定
を
行
い
ま
す
。
必
ず
申

請
者
本
人
が
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
必
要
な
も
の
…
次
の
と
お
り
。

①
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
の

証
明
書
（
有
効
期
限
内
の
も
の
）。

②
写
真
付
住
基
カ
ー
ド
を
希
望
の
場

合
は
、
写
真
一
枚
（
上
半
身
、
無
帽
、

正
面
、
無
背
景
で
、
6
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
も
の
。
縦
4
・
5
唖
×
横

3
・
5
唖
）。

※
す
で
に
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
電
子
証
明
書
の
申
請
を
す

る
場
合
は
、
必
ず
住
基
カ
ー
ド
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■費 
住
基
カ
ー
ド
5
0
0
円
、
電
子
証

明
書
5
0
0
円
。

　
な
お
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
官
公

署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
の
証
明
書

を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
【
住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証
明

書
の
取
得
】
市
民
課
住
民
記
録
班

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
を
、

e
―
T
a
x
（
所
得
税
電
子
申
告
、

納
税
）
を
利
用
し
て
行
う
人
が
近
年

増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ｅ
―
T
a

x
を
利
用
す
る
に
は
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
と
電
子

証
明
書
の
取
得
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
日
来
庁
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
左
表
の
と
お
り
市
民
課

な
ら
び
に
印
旛
支
所
市
民
福
祉
課
を

開
庁
し
、
取
得
の
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
①

電
子
証
明
書
、
②
I
C
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
ー
の
取
得
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
準
備
が
間

に
合
わ
な
い
人
は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告

書
等
の
デ
ー
タ
を
印
刷
し
て
、
郵
送

な
ど
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o

.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

 国
税
電
子
申
告（
 ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
 ）で
カ
ン
タ
ン
申
告
 

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

 ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
 （所
得
税
電
子
申
告
、納
税
）を

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ
 

確
定
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
作
成
し
早
め
に
提
出
を

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
は
3
月
　
日
俄
ま
で
で

17

す
。
　
ま
た
、
例
年
ど
お
り
2
月
3
日
俄

か
ら
税
務
署
の
確
定
申
告
作
成
会
場

を
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
」
で
開
設

し
ま
す
が
、
期
間
中
の
作
成
会
場
は

大
変
混
雑
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
宅

か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用

し
た
申
告
書
作
成
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
　
ま
た
、
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
・
納
税
も
新
た
に
は
じ
ま
り
ま
す

の
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

怯
副
市
長
に
高
橋
諭
氏

が
就
任
（
1
月
）

　
平
成
　
年
　
月
定
例
会

24

12

の
同
意
を
受
け
、
高
橋
諭

氏
が
1
月
1
日
付
け
で
副

市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

怯
市
内
に
新
た
な
病
院

が
誕
生
（
1
月
）

　
印
西
牧
の
原
駅
の
北
側

に
医
療
法
人
緑
生
会
 印
西

総
合
病
院
が
誕
生
。
同
年

　
月
に
は
千
葉
県
よ
り
二

10次
救
急
病
院
に
認
定
さ
れ
、

印
西
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
二

次
救
急
医
療
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し

た
。

怯
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
改

訂
（
3
月
）

　
市
街
地
や
豊
か
な
自
然
な
ど
を
有

す
る
印
西
市
が
、
将
来
都
市
像
の
実

現
に
向
け
て
、
長
期
的
な
都
市
づ
く

り
の
基
本
理
念
や
方
針
な
ど
を
示
し

た
プ
ラ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。

怯
環
境
基
本
計
画
を
策
定（
3
月
）

　
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ

る
本
市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
ひ

と
ま
ち
自
然
笑
顔
が
輝
く
い
ん
ざ

い
」
の
実
現
を
環
境
面
か
ら
目
指
す

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

怯
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

（
4
月
）

　
災
害
時
の
被
害
状
況
や
市
か
ら
の

緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
「
印
西

市
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

怯
泉
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

オ
ー
プ
ン
（
7
月
）

　
泉
公
園
（
泉
野
）
内
に
市
内
初
と

な
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
。

専
用
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
ル
の
貸
し
出
し

も
あ
る
の
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

怯
Ｊ
Ｒ
木
下
駅
北
口
に
駅
前
広

場
が
完
成
（
7
月
）

　
平
成
　
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て

18

い
た
「
Ｊ
Ｒ
木
下
駅
北
口
駅
前
広
場
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
歩
道
を
広
く
確

保
し
、
体
が
不
自
由
な
人
の
た
め
の

乗
降
場
を
設
置
す
る
な
ど
、
利
用
者

に
配
慮
し
た
広
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

怯
Ｊ
Ｒ
小
林
駅
自
由
通
路
お
よ

び
駅
舎
橋
上
化
工
事
始
ま
る

（
8
月
）

　
明
治
　
年
に
開
設
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
成

34

田
線
小
林
駅
の
駅
舎
お
よ
び
自
由
通

路
の
新
設
工
事
が
開
始
。
同
駅
舎
改

築
工
事
は
小
林
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇

話
会
を
通
じ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
よ

り
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
設
計
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

利
用
開
始
は
平
成
　
年
秋
ご
ろ
の
予

26

定
で
す
。

怯

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
公
開
（
　
月
）

10

　
市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
発
信
す
る
「
印
西
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
5
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
デ
ザ
イ
ン
や
利
便
性
を
大
き

く
見
直
し
、
新
し
い
機
能
も
付
け
加

え
ま
し
た
。

怯
台
風
　
号
に
よ
る
被
害（
　
月
）

26

10

　
大
型
で
強
い
勢
力
の
ま
ま
関
東
地

方
に
接
近
し
た
台
風
　
号
は
記
録
的

26

な
豪
雨
と
土
砂
災
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
市
内
で
は
浸
水
被
害
、
土
砂

崩
れ
や
倒
木
に
よ
る
道
路
の
通
行
止

め
な
ど
多
数
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
市
消
防
団
も
消
防
ポ
ン

プ
を
用
い
て
雨
水
を
汲
み
上
げ
た
り
、

土
砂
崩
れ
箇
所
で
は
車
両
誘
導
や
応

急
作
業
を
行
う
な
ど
防
災
活
動
に
従

事
し
ま
し
た
。

怯
国
道
4
6
4
号
沿
線
に
大
型

商
業
施
設
が
相
次
い
で
オ
ー
プ

ン
（
7
～
　
月
）

11

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
の
北

東
、
国
道
4
6
4
号
沿
い
に
大
規
模

商
業
施
設
が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
。

商
業
施
設
の
出
展
に
よ
り
市
民
の
利

便
性
が
さ
ら
に
向
上
す
る
と
と
も
に
、

市
外
か
ら
も
多
く
の
集
客
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

印西市の主な出来事平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
222222222222222222225555555555555555555525年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

 確
定
申

確
定
申
告告
に
備
え
て
準
備
を

償
却
資
産
の
申
告
は
1
月
　
日
画
が
締
め
切
り
で
す

31

　
償
却
資
産
（
土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
で
、
機
械
、
備
品
な
ど
）
は
土
地
や
家
屋

と
同
様
に
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、
償
却
資
産
を
所
有
す
る
人
（
個
人
・
法
人
）
は
、

資
産
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
に
は
申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問 
資
産
税
課
家
屋
班
（
緯
内
線
3
3
2
）。

申
告
書
は
1
月
下
旬
に
配
置

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
な
ど
の
確

25

定
申
告
書
は
1
月
下
旬
か
ら
、
市
役

所
市
民
税
課
に
配
置
し
ま
す
。

　
市
内
の
各
支
所
・
出
張
所
に
も
配

置
し
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.

n
ta.g
o
.jp
/te
tsu
zu
k
i/sh
in

k
o
k
u
/sh
o
to
k
u
/k
ak
u
te
i.h

tm

）
で
「
書
面
提
出
」
を
選
択
す

る
と
、
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
の
作
成

印
刷
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■問 
市
民
税
課
市
民
税
班
（
緯
内
線
3

2
3
～
3
2
6
）。

胸日程表胸
時間日程場所

午前8時30分
　　～午後3時2月1日臥

市役所
市民課 午前8時30分

　　～午後2時3月1日臥

午前8時30分
　　　～11時2月15日臥

印旛支所
市民福祉課
（美瀬）

※手続きに時間を有するため、いずれも申請は
各終了時　刻までとします。

　県民と警察を結ぶホットラインである110番の仕組
みや利用方法を知っていただくため、毎年1月10日を
「110番の日」と定めて、みなさんに110番通報への一
層のご理解とご協力をお願いしております。
【110番をかけると…？】
　千葉県内で110番をかけると、千葉県警察本部通信
指令室につながります。そこでは、みなさんからの通
報内容を聞きながら、同時に警察署やパトカーなどに
無線で手配をしていますので「事件」か「事故」か、
「氏名」や「現在地の目標物など」を、落ち着いてお話
しください。
【110番は緊急電話です！】
　緊急性の高い電話が速やかにつながるように、お急
ぎでない用件については、下記のとおり総合サポート
コーナーなどの各相談窓口へお願いします。
怯各相談窓口
胸総合相談（相談サポートコーナー）
緯043－227－9110
短縮ダイヤル(プッシュ・携帯＃9110)
※祝祭日を除く平日の午前8時30分から午後5時15
分まで。
胸運転免許について
・千葉運転免許センター（緯043－274－0111）
・流山運転免許センター（緯04－7144－0111）
胸そのほか相談、問い合わせなど
・印西警察署（緯碓42 0110）
※110番の適正なご利用をお願いいたします。

1月10日1月10日はは 「110番の日「110番の日」」



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

　
　新春にあたり、消防職団員の士気高揚をはかり、職
務遂行への決意を新たにするため、次のとおり、平成
26年印西市消防出初式を開催します。
■時 1月11日臥・午前10時～。
■場 松山下公園総合体育館（浦部）。
※詳しくは下記へ。
■問 防災課防災班（緯内線453）。

　防災行政無線から放送された内容を確認す
るためのテレホンサービス（フリーアクセス）
を無料で聞くことができます。放送内容が分
からなかったときや、もう一度聴きたいときは、

緯0800―800―0864

をご利用ください。
　操作方法の説明は、メッセージで確認できます。

※これまでの防災行政無線テレホンサービス
（緯碓40 2900）を利用した場合、通話料は利用者
負担となります。

　市では災害時などの情報伝達手段として、
携帯電話やパソコンへのメール配信サービ
ス「印西市緊急情報発信システム」を実施し
ています。
　このメール配信サービスは、どなたでも
利用することができますが、あらかじめ『利
用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』
および『登録解除』の際の通信料、メールの
受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用者の
負担になります。

【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに
「空」メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※詳細については、市ホームページ（http:/
/www.city.inzai.lg.jp/）および市防災ホーム
ページ（http://bousai.city.inzai.lg.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
安
全
性
に

も
十
分
配
慮
さ
れ
た
施
設
で
す
。

　
ま
た
、
単
に
ご
み
を
焼
却
処
理
す

る
だ
け
で
な
く
、
焼
却
の
際
に
発
生

す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
発

電
施
設
で
あ
り
、
環
境
学
習
に
も
活

用
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
「
地
域
活
性
化
」
へ
の
寄
与
が

大
き
く
期
待
で
き
る
施
設
で
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
25

4
月
か
ら
次
期
中
間
処
理
施
設
の
用

地
選
定
に
関
す
る
調
査
審
議
を
進
め

て
き
た
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
事

業
用
地
検
討
委
員
会
で
は
、
次
期
中

間
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
多

く
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
候
補
地

を
広
く
募
集
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
次
期
中
間
処
理
施
設
の
整
備
は
、

印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
に
と
っ
て

怯
犬
の
し
つ
け
方
教
室

【
基
礎
講
座
】

■時 
1
月
　
日
臥
、
3
月
9
日
蚊
・
い

11

ず
れ
も
午
後
1
時
～
2
時
　
分
（
受

30

け
付
け
は
　
時
　
分
～
1
時
）。

12

30

■定 
　
組
（
飼
い
犬
は
同
伴
不
可
）。

20
■費 
無
料
。

【
基
礎
講
座
】

■時 
1
月
　
日
臥
、
3
月
9
日
蚊
・
い

11

ず
れ
も
午
後
2
時
～
4
時
（
受
け
付

け
は
1
時
　
分
～
2
時
）。

30

■定 
　
組
。

20
■費 
受
講
料
3
街
0
0
0
円
。

※
実
技
講
座
は
、　
千
葉
県
動
物
保

（公財）

護
管
理
協
会
が
開
催
し
ま
す
。

【
基
礎
講
座
・
基
礎
講
座
共
通
】

■申 
電
話
で
随
時
予
約
（
先
着
順
）。

怯
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス

　
職
員
か
ら
、
子
犬
の
飼
い
方
し
つ

け
方
を
学
び
、
模
範
的
飼
い
主
を
目

指
し
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
優
先
的
に
子
犬
を
譲

り
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
臥
、
3
月
　
日
華
・
い

22

21

ず
れ
も
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談
。

■費 
無
料
。

■申 
電
話
で
随
時
予
約
（
先
着
順
）。

怯
一
般
譲
渡
会

　
セ
ン
タ
ー
の
成
犬
・
成
猫
を
譲
渡

し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
牙
、

23

2
月
　
日
牙
・
3

20

月
　
日
牙
・
い
ず

20
れ
も
午
後
1
時
　30

分
～
3
時
（
受
け

付
け
は
午
後
1
時

～
1
時
　
分
）。

30

■費 
無
料
。

■申 
直
接
会
場
で
（
先
着
順
）。

怯
飼
い
主
さ
が
し
の
会

　
犬
猫
の
欲
し
い
人
、
あ
げ
た
い
飼

い
主
さ
ん
と
の
出
会
い
の
場
で
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
、
2
月
9
日
蚊
、
3

11

月
9
日
蚊
・
①
午
前
9
時
　
分
～
　

30

11

時
（
受
け
付
け
は
9
時
～
9
時
　30

分
）、
②
午
前
　
時
～
　
時
（
受
け
付

10

11

け
は
9
時
　
分
～
　
時
）。

30

10

■対 
①
犬
猫
が
欲
し
い
人
、
②
犬
猫
を

あ
げ
た
い
人
。

【
全
共
通
】

■場 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富

里
市
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓93 
5
7
1
1
）。

※
受
け
付
け
は
、
午
前
8
時
　
分
～

30

午
後
5
時
　
分
。

15

怯
一
般
譲
渡
会

　
セ
ン
タ
ー
支
所
の
成
犬
・
成
猫
を

譲
渡
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
牙
、
2
月
　
日
牙
、
3

30

27

月
　
日
我
・
い
ず
れ
も
午
後
1
時
　

19

30

分
～
3
時
（
受
け
付
け
は
1
時
～
1

時
　
分
）。

30
■場 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛

飾
支
所
（
柏
市
）。

■費 
無
料
。

■申 
直
接
会
場
で
。※

詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支

所
（
緯
0
4
―
7
1

9
1
―
0
0
5
0
）。

※
受
け
付
け
は
、
午

前
8
時
　
分
～
午
後

30

5
時
　
分
。

15

　
印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
で
構
成

す
る
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

で
は
「
ご
み
処
理
施
設
」
で
あ
る
印

西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
昭
和
　
年
61

か
ら
稼
働
開
始
し
、
今
年
で
　
年
目

28

を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
同
施
設
は
事
故
や
公

害
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
も
な

く
、
安
定
・
安
全
な
操
業
を
継
続
し

て
き
ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
、
次
期
中
間
処
理
施
設
の
整
備

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ご
み
処
理
施
設
は
、
み
な
さ
ん
の

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
に
ご
み
処

理
と
い
う
一
面
だ
け
で
迷
惑
施
設
と

考
え
て
い
る
人
も
お
り
、
建
設
候
補

地
の
地
元
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
新
の
ご
み
焼
却
施
設
は
、
高
度

な
燃
焼
技
術
と
徹
底
し
た
排
ガ
ス
処

理
な
ど
に
よ
り
、
環
境
負
荷
の
低
減

平成２６年（２０１４）１月１日号（４）
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 印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合合

 次
期
中
間
処
理
施
（
新
た
な
ご
み
焼
却
施
設
・

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）
の
候
補
地
を
募
集

重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

　
1
月
6
日
俄
～
3
月
　
日
俄
。

31

【
応
募
条
件
の
概
要
】

　
土
地
所
有
者
（
個
人
お
よ
び
法
人

な
ど
）
ま
た
は
、
町
内
会
・
自
治
会

な
ど
の
会
長
が
応
募
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
後
者
の
場
合
は
土
地
所
有

者
全
員
の
同
意
が
必
要
で
す
。

【
用
地
条
件
の
概
要
】

煙
印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
の
区
域

内
の
土
地
で
あ
る
こ
と
。

煙
2
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
土
地

が
確
保
で
き
る
こ
と
。

煙
洪
水
浸
水
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
土
地
で
は
な
い
こ
と
。

煙
県
立
印
旛
手
賀
自
然
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
土
地
で
は
な
い
こ
と
。

【
応
募
書
類
】

煙
応
募
申
込
書
。

煙
候
補
地
位
置
図
。

【
説
明
の
実
施
】

　
応
募
の
検
討
に
あ
た
り
、
説
明
な

ど
の
希
望
が
あ
る
場
合
、
印
西
地
区

環
境
整
備
事
業
組
合
印
西
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
用
地
検
討
委
員
会
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
候
補
地
の
募
集
要
項
な
ど
は
、
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
、
直

接
左
記
へ
。

■問 
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
印

西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
用
地
検
討
委

員
会
事
務
局
（
技
術
班
内
・
緯
碓46 
2

7
3
4
・
■ＨＰ h
ttp
:/w
w
w
.in
k
a

n
-jk
.o
r.jp

）。

　
　
　印西地区環境整備事業組合の構成市町（印西市・
白井市・栄町）では今年度、ごみ処理やリサイクル
への取り組みおよび廃棄物を適正処理するための
基本的な方向性を示すごみ処理基本計画を改定し
ます。
　つきましては「印西地区ごみ処理基本計画（案）」
に対するみなさんのご意見をお寄せください。
■申 1月6日俄～2月6日牙までに、郵送・FAX・
メールまたは直接、印西地区ごみ処理基本計画検
討委員会事務局窓口（〒270―1352印西市大塚1―
1―1）へ。
　パブリックコメントの関係資料は、同組合ホー
ムページに掲載しています。ご覧いただくか、直
接下記へお問い合わせください。
■問 印西地区ごみ処理基本計画検討委員会事務局（印
西地区環境整備事業組合印西クリーンセンター技
術班内・緯碓46 2734・■HP http:/www.
inkan-jk.or.jp）。

印西地区ごみ処理基本計画（案）

みなさんのご意見みなさんのご意見をを
お寄せくださお寄せくださいい

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
動
物
愛
護
事
業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

 平
成
　
年
印
西
市
消
防
出
初
式

26

滑滑

市内の全消防団が参加する出初式（写真は昨年のもの市内の全消防団が参加する出初式（写真は昨年のもの））

 1
月
　
日
臥
開
催

11
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胸印西産農産物の放射性物質検査結果胸
11月1日～11月30日の検査結果は下記のとおりです（最新の測定結果は
市ホームページをご覧ください)。　　　　　　　　　　【単位：ﾍ゙ｸﾚﾙ/茜】

放射性セシウム134・
137の合計 

放射性
セシウム137

放射性
セシウム134

放射性
ヨウ素131検査品目 検査

日

検出せず検出せず検出せず検出せずニンジン、ダイコン、
ナガイモ

根
菜
類

平
成
　
年
　
月
1
日
 ～
　
月
　
日

25

11

11

30

検出せず検出せず検出せず検出せず

長ネギ、白菜（３検体）、
ちぢみほうれんそう、ブ
ロッコリー、レモングラ
ス、スペアミント、ルッ
コラ

葉
菜
類

検出せず検出せず検出せず検出せずかりん

果
実
類

7.67.61検出せず検出せずゆず

1211.6検出せず検出せずゆず

（５）平成２６年（２０１４）１月１日号

幼稚園、保育園、小・中学校など大気中放射線量の測定結果
　平成25年11月1日から11月25日、携帯
用簡易測定器で、市職員が大気中の放射線量
の測定した結果は、下表のとおりです。詳し
くは市ホームページをご覧ください。

※今後も、携帯用簡易測定器により市職員が
測定し参考値としてホームページ、各支所・
出張所で掲示し公表します。
■問 環境保全課放射線対策室（緯内線368）。

砂場校庭測定
日

学校名
100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.134 0.144 0.138 0.064 0.065 0.055 11/22木下小学校

0.069 0.067 0.071 0.069 0.074 0.064 11/21小林小学校

0.096 0.100 0.085 0.069 0.079 0.069 11/25大森小学校

0.090 0.084 0.071 0.071 0.082 0.080 11/22船穂小学校

0.087 0.074 0.081 0.067 0.071 0.077 11/13永治小学校

0.073 0.062 0.090 0.046 0.053 0.045 11/13木刈小学校

0.111 0.098 0.116 0.070 0.057 0.065 11/19内野小学校

0.106 0.097 0.099 0.118 0.139 0.136 11/19原山小学校

0.087 0.077 0.082 0.078 0.086 0.091 11/19小林北小学校

0.108 0.091 0.108 0.087 0.075 0.082 11/15小倉台小学校

0.074 0.081 0.094 0.096 0.082 0.092 11/22高花小学校

0.088 0.079 0.080 0.048 0.053 0.044 11/14西の原小学校

0.111 0.098 0.102 0.106 0.094 0.086 11/12原小学校

0.092 0.107 0.096 0.089 0.080 0.081 11/6六合小学校

0.089 0.096 0.089 0.063 0.067 0.066 11/5宗像小学校

0.076 0.065 0.070 0.105 0.092 0.100 11/1平賀小学校

0.125 0.113 0.089 0.039 0.053 0.048 11/8いには野小学校

0.122 0.110 0.093 0.160 0.174 0.194 11/11本埜第一小学校

0.121 0.112 0.095 0.099 0.098 0.140 11/11本埜第二小学校

0.110 0.108 0.090 0.066 0.069 0.066 11/5滝野小学校

0.086 0.068 0.054 0.103 0.092 0.079 11/22印西中学校

0.085 0.082 0.087 0.096 0.084 0.096 11/21船穂中学校

0.137 0.150 0.141 0.066 0.069 0.073 11/14木刈中学校

0.098 0.092 0.087 0.108 0.122 0.132 11/20小林中学校

0.079 0.071 0.064 0.073 0.065 0.069 11/19原山中学校

砂場校庭・園庭測定
日

学校名・
園名 100唖50唖5唖100唖50唖5唖

0.1470.1250.1520.0870.082０.０８４11/14西の原中学校

0.0930.0960.0970.0680.0710.06511/8印旛中学校

0.1040.1090.0970.0670.0560.04911/11本埜中学校

0.1080.1160.1130.0720.0860.09211/5滝野中学校

0.113 0.112 0.113 0.068 0.062 0.069 11/25大森幼稚園

0.073 0.084 0.079 0.081 0.091 0.078 11/6瀬戸幼稚園

0.084 0.095 0.077 0.076 0.085 0.077 11/11もとの幼稚園

0.130 0.142 0.115 0.096 0.099 0.096 11/20木下保育園

0.101 0.100 0.099 0.079 0.105 0.105 11/25大森保育園

0.093 0.089 0.098 0.080 0.080 0.064 11/18内野保育園

0.094 0.096 0.098 0.079 0.084 0.098 11/13木刈保育園

0.102 0.105 0.099 0.097 0.098 0.118 11/22高花保育園

0.112 0.100 0.092 0.101 0.123 0.109 11/14西の原保育園

0.090 0.087 0.074 0.088 0.091 0.096 11/8もとの保育園

屋上駐車場測定
日

施設名
100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.172 0.193 0.218 0.075 0.076 0.078 11/25印西市役所

0.056 0.061 0.061 0.119 0.099 0.090 11/8印旛支所

0.071 0.073 0.079 0.125 0.134 0.135 11/11本埜支所

　単位：詐Sｖ/ｈ＝マイクロシーベルト/時間
※今回の測定に使用した測定機器は、平成23年
5月31日～6月3日に検査機関が使用したもの
〔Nal(TI)シンチレーションサーベイメータTCS-161
（アロカ株式会社製）〕とは違います。
今回：ラディ（PA-1000）（珂堀場製作所製）

※「検出せず」とは放射性ヨウ素１３１、放射性セシウム１３４、放射性セ
シウム１３７それぞれが存在しないか、または検出限界値未満である
ことを示します。検出限界値はサンプルなどにより異なるので、詳し
くは市ホームページをご覧ください。
【測定条件】
測定容器：マリネリ容器（４２０悪）　測定時間：１８００秒
【規制値】
煙放射性セシウム１３４と１３７の合計：100ﾍ゙ｸﾚﾙ/茜（一般食品）
■問 農政課振興班（緯内線376）。

　 市 の 税金 の 払 い 方 について 説明 します。よ
し ぜいきん はら かた せつめい

く 分 からない 人 は、 最後 に 書 いてある 連絡先 ま
わ ひと さいご か れんらくさき

で 電話 してください。
でんわ

① 払 
はら

い 方 
かた

【 市 ・ 県民税 】
し けんみんぜい

　 会社 から 給料 をもらっている
かいしゃ きゅうりょう

 人 は、
ひと

 会社 が、
かいしゃ

 毎月 の
まいつき

 給料 
きゅうりょう

からあなたの 税金 を 引 いて 払 いま
ぜいきん ひ はら

す。
　4 月 1 日 に65 歳  以上 で 年金 をもらっている

がつ にち さい いじょう ねんきん

 人 は、
ひと

 年金 を
ねんきん

 払 うところが、
はら

 年金 を
ねんきん

 払 うときに
はら

あなたの 税金 を
ぜいきん

 引 いて
ひ

 払 います。
はら

　それ 以外 の
いがい

 人 
ひと

には、6 月 に、 市役所 から 納税 
がつ しやくしょ のうぜい

 通知書 と 納付書 を 送 りますので、6
つうちしょ のうふしょ おく

 月 
がつ

の 最後 の
さいご

 日 までに1 年分 を
ひ ねんぶん

 払 うか、または6
はら

 月 、8
がつ

 月 、10
がつ

 月 
がつ

、 次 の 年 の1
つぎ とし

 月 
がつ

の 年 4 回 で
ねん かい

 払 ってください。
はら

【 固定資産税 ・ 都市計画税 】
こていしさんぜい としけいかくぜい

　4 月 
がつ

に、 市役所 から 納税  通知書 と
しやくしょ のうぜい つうちしょ

 納付書 
のうふしょ

を 送 
おく

りますので、4 月 
がつ

の 最後 の 日 までに1 年分 を
さいご ひ ねんぶん

 払 
はら

うか、または4 月 、7
がつ

 月 、12
がつ

 月 、
がつ

 次 の 年 の2
つぎ とし

 月 
がつ

の 年 4 回 で
ねん かい

 払 ってください。
はら

【 軽自動車税 】
けいじどうしゃぜい

　5 月 に、
がつ

 市役所 が
しやくしょ

 納税  通知書 と
のうぜい つうちしょ

 納付書 を
のうふしょ

 送 り
おく

ますので、5 月 の
がつ

 最後 の 日 までに1
さいご ひ

 年分 を
ねんぶん

 払 っ
はら

てください。
② 払 う 場所 

はら ばしょ

　 納付書 
のうふしょ

をもって、 印西市役所  本庁 ・ 支所 ・ 出 
いんざいしやくしょ ほんちょう ししょ しゅ

 張 所  、
っちょうじょ

 納税  通知書 
のうぜい つうちしょ

に 書 いてある 金融機関 、ゆ
か きんゆうきかん

うちょ 銀行 ・ 郵便局 、「pay-easy（ ペイジ ー）」
ぎんこう ゆうびんきょく ぺいじ

 対応 のATM、
たいおう

 インタ ー
い ん た

 ネット 
ね っ と

 バンキング 
ば ん き ん ぐ

、 コ 
こ

 ンビニエンスストア 
ん び に え ん す す と あ

で 払 ってください。
はら

怯 連絡  先 
れんらく さき

胸 市 ・ 県民税 について… 市民税課 （緯 内線 323
し けんみんぜい しみんぜいか ないせん

～326）。
胸 軽自動車税 について…

けいじどうしゃぜい

 市民税課 （緯
しみんぜいか

 内線 321、
ないせん

322）。
胸 固定資産税 ・ 都市計画税 について… 資産税課 

こていしさんぜい としけいかくぜい しさんぜいか

（緯 内線 333、337）。
ないせん

胸 市 ・ 県民税 、
し けんみんぜい

 軽自動車税 、
けいじどうしゃぜい

 固定資産税 
こていしさんぜい

・ 都市 
とし

 計画税 の 納付 について… 納税課 （緯
けいかくぜい のうふ のうぜいか

 内線 316、
ないせん

317）。

For Foreign Residents
How to pay your city tax, part 1
This is a brief explanation about how to pay 
your city tax.
For more detailed information, please contact 
the telephone numbers below.
① How to pay
□Municipal・Prefectural Tax, Shi kenmin-zei
For salaried workers, your company is 
deducting the tax from your monthly wage 
and paying to the local government.
For senior citizens who are over 65 years old 
on the first of April and who receive a pension 
income, the pension insurer is deducting the 
tax from the pension you receive every time 
and paying to the local government.
For others, the City Government will send 
you a tax notification and a payment 
statement in June. Please pay the whole sum 
for one year before the end of June, or you 
can also pay the amount divided in 4 times in 

June, August, October and January of the 
following year. 
□ Fixed Property Tax・City Planning Tax, 
Koteishisan-zei・Toshikeikaku-zei
The City Government will send you a tax 
notification and a payment statement in April. 
Please pay the whole sum for one year before 
the end of April, or you can also pay the 
amount divided in 4 times in April, July, 
December and February of the following year. 
□Light Automobile Tax,Keijidousya-zei
The City Government will send you a tax 
notification and a payment statement in May. 
Please pay your light automobile tax for one 
year before the end of May.
② Where to pay
Please bring your payment statement and pay 
your tax at the City Hall, Branch Office, Local 
Office, or at the financial institution that is 
mentioned on your Tax Notification, the Japan 
Post Bank/Post Office, ATM machine that is 
dealing with “pay-easy “ , internet banking or 
convenience store.
For more detailed information
-Municipal・Prefectural Tax⇒ Municipal Tax 
Division, Shiminzei-ka(Ext. 323~326)
-Light Automobile Tax⇒ Municipal Tax 
Division, Shiminzei-ka (Ext. 321,322)
-Fixed Property Tax・City Planning Tax⇒
Property Tax Division, Shisanzei-ka 
(Ext.333,337)
-Payment of Municipal ・Prefectural Tax, 
Light Automobile Tax,Fixed Property Tax・ 
City Planning Tax⇒Payment Division, Nozei-
ka (Ext. 316,317)

 外国人 のみなさんへ
がいこくじん

～  市 の 税金 を 払 うには　 パ ー ト １ ～
し ぜいきん はら ぱ と
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■対 
一
般
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
2
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
双
眼
鏡
、
防
寒

具
、
筆
記
用
具
持
参
。

■申 
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ

（
先
着
順
）。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

地
域
協
働
と
男
女
共
同
参
画

～
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
～

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
図

る
た
め
、
地
域
に
お
い
て
何
を
な
す

べ
き
か
考
え
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
3
時

18

　
分
。

30■場 
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
（
酒
々
井

ラ
ザ
→
猿
田
彦
神
社
（
百
庚
申
）・

西
福
寺
→
小
林
城
・
笠
神
城
の
地
形

を
見
な
が
ら
物
木
集
水
路
に
沿
っ
て

歩
く
→
薬
師
堂
（
印
西
大
師
　
番
札

83

所
）
→
押
付
の
水
塚
→
白
鳥
の
郷
→

小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
約

6
・
6
娃
）。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
飲
み
物

持
参
。

■申 
1
月
　
日
蚊
ま
で
に
、
住
所
、
氏

26

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■問 
宿
城
（
緯
／
胃
碓42 
4
4
4
2
・
■メール 

in
zaifu

ru
sato

@
y
ah
o
o
.co

.jp

）。

※
電
話
は
午
後
7
時
～
9
時
。

第
3
回
 昔
の
話
講

　
演
劇
と
語
り
で
郷
土
の
歴
史
文
化

に
触
れ
、
郷
土
愛
を
深
め
、
美
し
い

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
す
会
を
催

し
ま
す
。

胸
主
催
…
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の

里
を
守
る
会
。

胸
後
援
…
印
西
市
、
印
西
市
教
育
委

員
会
、
成
田
市
教
育
委
員
会
、
佐
倉

市
教
育
委
員
会
、
宗
吾
霊
堂
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
3
時

12

　
分
。

30■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

【
第
1
部
・
演
劇
】

「
さ
く
ら
S
O
G
O
」

噛
出
演
…
専
修
大
学
松
戸
中
学
高
等

学
校
演
劇
部
。

【
第
2
部
・
印
旛
の
昔
】

噛
語
り
人
…
佐
藤
榮
一
氏
（
前
印
旛

村
長
）。

■対 
市
内
お
よ
び
周
辺
市
町
村
に
在
住

の
人
。

■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■問 
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
を
守

る
会
事
務
局
（
■携 
0
9
0
―
2
3
3

1
―
5
1
0
4
・
■メール g

isig
isi@
ru

rb
an
n
e
t.n
e
.jp

）。

町
中
央
台
3
―
4
―
1
）。

噛
講
師
…
長
谷
川
幸
介
氏
（
茨
城
大

学
准
教
授
）、
外
岡
仁
氏
（
江
戸
し
ぐ

さ
文
化
研
究
会
主
宰
）。

■定 
1
0
0
人
。

■費 
無
料
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
酒
々
井
町
住
民
協
働
課
（
緯
0
4

3
―
4
9
6
―
1
1
7
1
）。

第
　
回
印
西
市
書
道
展
・
第
三
部

16
会
小
・
中
学
校
書
き
初
め
展

■時 
1
月
　
日
我
～
　
日
蚊
・
午
前
9

22

26

時
～
午
後
4
時
（
た
だ
し
、
最
終
日

は
3
時
　
分
ま
で
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■問 
印
西
市
書
道
協
会
・
岩
井
（
緯
碓42 

6
4
2
5
）。

里
山
散
策
と
ミ
ニ
講
演
会

冬
の
自
然
も
す
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い

　
印
西
の
市
街
地
に
あ
る
公
園
や
調

整
池
を
め
ぐ
り
、
自
然
を
探
し
ま
す
。

午
後
は
ミ
ニ
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

18

30

3
時
。

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
多
目
的
室
（
北

総
線
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
に

集
合
）。

【
里
山
散
策
】

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
付
近

の
公
園
や
調
整
池
約
3
娃
（
雨
天
時

は
散
策
コ
ー
ス
を
短
縮
し
て
実
施
）。

【
講
演
会
「
昆
虫
」】

噛
講
師
…
飯
塚
廣
司
氏
（
千
葉
県
ウ

エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
会
員
）。

3
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
1
階

ロ
ビ
ー
（
美
瀬
）。

■問 
印
旛
図
書
館
（
緯
碓80 
3
8
5
0
）。

米
粉
料
理
講
習
会

　
米
粉
で
、
簡
単
蒸
し
パ
ン
や
美
味

し
い
ピ
ザ
・
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
1
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
午
後

28

10

1
時
。

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

噛
講
師
…
針
生
  幸
子

      

氏
。

は
り
う
さ
ち
こ

■定 
8
人
。

■費 
8
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
筆
記
用

具
持
参
。

■申 
1
月
5
日
蚊
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

本
埜
『
白
鳥
の
郷
』
を
訪
ね
る

寒
中
ウ
ォ
ー
ク

　
印
西
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
本
埜

地
区
の
帰
り
仕
度
を
始
め
る
白
鳥
た

ち
に
会
い
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

　
途
中
、
小
林
城
や
笠
神
城
と
い
う

中
世
の
城
跡
の
地
形
を
眺
め
た
り
、

疎
水
に
沿
っ
て
歩
き
な
が
ら
こ
の
土

地
な
ら
で
は
の
水
塚
を
見
学
し
た
り

と
地
域
の
歴
史
に
も
ふ
れ
る
ウ
ォ
ー

ク
で
す
。

■時 
2
月
2
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

30

（
受
け
付
け
1
時
～
）。

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
3
0
0
円
。（
保
険
料
な

ど
）。

胸
コ
ー
ス
…
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

印
西
自
然
探
訪

冬
の
渡
り
鳥
を
観
察
し
よ
う
！

　
室
内
で
渡
り
鳥
に
つ
い
て
の
ミ
ニ

レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
た
後
、
調
整
池
に

休
む
渡
り
鳥
を
実
際
に
望
遠
鏡
や
双

眼
鏡
で
観
察
し
ま
す
。
寒
い
冬
で
す

が
、
鳥
た
ち
に
と
っ
て
は
結
婚
の

シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
美
し
い
羽
の
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
圧
巻
で
す
。

■時 
2
月
2
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

30

正
午
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）、
戸
神
川
防
災
調
整
池
。

※
集
合
場
所
な
ど
は
後
日
連
絡
。

ケ
ー
キ
づ
く
り
教
室

　「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」
に
向
け

て
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
2
月
　
日
牙
・
午
後
0
時
～
3
時
。

13

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

■対 
市
内
在
住
で
　
歳
以
上
の
人
。

60

■定 
　
人
。

24
■費 
6
0
0
円
。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
を
持
参
。

■申 
1
月
6
日
俄
（
先
着
順
）・
午
前

　
時
か
ら
電
話
か
左
記
窓
口
ま
で
。

10■問 
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
で
小
学
生
の
親

と
子
ど
も
（
未
就
学
児
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
。
大
人
だ
け
で
も
参
加

可
）。

■定 
　
人
程
度
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
防
寒
具
、
筆
記
用
具
、
水
筒
、
で

き
れ
ば
双
眼
鏡
、
野
鳥
図
鑑
も
持
参
。

■申 
1
月
　
日
牙
（
消
印
有
効
）
ま
で

23

に
、
は
が
き
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で
、

タ
イ
ト
ル
を「
自
然
探
訪
」と
し
、
住

所
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、

職
業
（
学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

左
記
ま
で
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
俊
碓42 

5
3
3
9
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
c

ity
.in
zai.lg

.jp

）。

印
西
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

『
白
鳥
の
郷
で
地
域
活
動
を
学
ぶ
』

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～
。

11

30

■場 
本
埜
第
二
小
学
校
（
笠
神
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■他 
防
寒
具
を
持
参
。

■申 
1
月
6
日
俄
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

（
緯
内
線
5
4
3
）。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
図
書
館
で
定
め
る
保
存
期
限
を
過

ぎ
た
雑
誌
、
除
籍
と
な
っ
た
図
書
な

ど
を
、
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す

（
先
着
順
）。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

18

5
時
、　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
午
後

19

平成２６年（２０１４）１月１日号（６）

パート英

高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
・

緯
碓４７ 
２
１
１
２
）

講
座
・
催
し

そ
の
ほ
か

　印西地区消防組合では、印西消防署庁舎を移転建設する計画を進めています。
　現在の印西消防署（現住所：大森2514―10）は、昭和47年1月に竣工、今年で42年が経
過し老朽化が進んでいます。
　また、東日本大震災では、壁に亀裂が入るなどの被害を受け耐震性も不足している状況であ
ることから、市民の生命財産を守る消防・防災の拠点として機能するためにも、早急な建替え
が必要となっています。
　なお、移転予定先は、国道356号沿い竹袋地先となります（下図参照）。
　現在、新たな消防署庁舎を建設するための測量など用地の確保に向けた作業を実施してお
り、平成28年度からの新庁舎での業務開始を目指しています。ご理解とご協力をお願いしま
す。
■問 印西地区消防組合消防本部総務課庶務係（緯碓46 4321）。

印西消防署の庁舎が移転します（平成28年予定印西消防署の庁舎が移転します（平成28年予定））

印西消防署
（移転後）

竹袋交差竹袋交差点点

木下万葉公木下万葉公園園 至
木下
東

至　
木下
東→→

印西市役印西市役所所

千
葉
臼
井
印
西

千
葉
臼
井
印
西
線線

木下小
印西消防署
（移転前）

印西警察印西警察署署

ＪＲ木下ＪＲ木下駅駅

総合福祉センター

コンビニエンスストコンビニエンスストアア

大森大森小小

↑至 我孫↑至　我孫子子

←至
　白
井



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
　
年
度
登
録
済
み
団
体
に
は

25

　
月
中
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

12■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

初
心
者
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
（
受

26

け
付
け
午
後
0
時
　
分
～
）。

30

※
雨
天
中
止
。

■場 
泉
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
泉

野
）。

■対 
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
3
年
生
以
上
。

■費 
1
0
0
円
（
当
日
徴
収
）。

■定 
　
人
。

60
■申 
1
月
　
日
画
ま
で
に
電
話
ま
た
は

17

F
A
X
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連

絡
先
を
左
記
ま
で
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
・
胃
碓42 
8
4
2
7
）。

コ
ス
モ
ス
杯
団
体
テ
ニ
ス
大
会

■時 
3
月
9
日
蚊
・
午
前
9
時
～
（
受

け
付
け
8
時
～
）。

耐
震
相
談
会

　
市
で
は
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
化

を
推
進
す
る
た
め
、
千
葉
県
建
築
士

会
や
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協
会
と

連
携
を
図
り
、
市
内
の
住
宅
・
建
築

物
を
対
象
に
、
耐
震
相
談
を
行
い
ま

す
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
。

19

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
研
修

室
（
美
瀬
）。

胸
相
談
可
能
な
内
容
…
市
内
に
建
つ

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
診
断
・
耐
震

設
計
・
耐
震
改
修
に
関
す
る
こ
と
。

※
特
殊
構
造
・
大
規
模
の
建
築
物
は

相
談
員
の
手
配
が
出
来
る
場
合
の
み
。

※
当
日
の
診
断
な
ど
は
不
可
。

※
相
談
に
は
図
面
な
ど
が
必
要
。

胸
相
談
時
間
…
一
件
　
分
～
一
時
間

30

程
度
。

胸
受
付
件
数
…
4
件
程
度
。

■対 
市
内
に
建
つ
住
宅
・
建
築
物
の
所

有
者
・
管
理
者
も
し
く
は
そ
の
委
任

を
受
け
た
人
。

■費 
無
料
。

■申 
1
月
　
日
（
特
殊
構
造
・
規
模
の

15

建
築
物
は
1
月
　
日
画
）
ま
で
に
電

10

話
で
事
前
に
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
建
築
指
導
課
住
宅
班
（
緯
内
線
7

7
6
）。

県
営
住
宅
空
家
入
居
資
料
の
配
布

　
県
営
住
宅
の
募
集
お
よ
び
空
家
状

況
資
料
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

胸
募
集
資
料
は
空
家
入
居
（
年
4
回

／
4
・
7
・
　
・
1
月
）・
常
時
（
毎

10

月
）
の
二
種
類
で
す
。

胸
配
布
場
所
…
建
築
指
導
課
、
印
旛

支
所
・
本
埜
支
所
、
中
央
駅
前
出
張

所
、
牧
の
原
出
張
所
。

■問 
建
築
指
導
課
住
宅
班
。

【
資
料
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
】

　
千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅

管
理
部
募
集
課
（
緯
0
4
3
―
2
2

2
―
9
2
0
0
）。

市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
行
為

な
ど
に
関
す
る
許
可
基
準
の
変
更

　「
印
西
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関
す

る
条
例
」
が
平
成
　
年
4
月
1
日
よ

25

り
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
現
行
の
許
可
の
基
準
の
う

ち
、
市
街
化
区
域
に
近
接
し
、
建
築

物
が
連
た
ん
し
て
い
る
市
街
化
調
整

区
域
に
建
築
物
を
建
て
る
場
合
の
許

可
要
件
（
連
た
ん
制
度
）
に
つ
い
て
、

基
準
の
一
部
（
敷
地
の
道
路
に
接
す

る
幅
や
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
建

物
の
用
途
）
が
二
年
間
の
経
過
措
置

を
経
て
、
平
成
　
年
4
月
1
日
か
ら

27

変
更
に
な
り
ま
す
。　
市
街
化
調
整

区
域
に
お
い
て
、
建
築
物
を
建
て
る

計
画
を
お
持
ち
の
人
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
左
記
ま
で
。

■問 
開
発
指
導
課
開
発
指
導
班
（
緯
内

線
7
5
1
・
7
5
2
）。

■申 
1
月
　
日
画
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ

31

振
興
課
（
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館

内
）
に
あ
る
所
定
の
申
請
書
に
明
記

平
成
　
度
学
校
体
育
施
設
開
放
の

26

団
体
登
録
受
付
を
開
始

　
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し

め
る
場
と
し
て
、
市
内
の
小
中
学
校

の
体
育
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
の
は
、
あ
ら
か
じ
め

市
教
育
委
員
会
に
登
録
し
た
団
体
に

限
り
ま
す
。
平
成
　
年
度
に
利
用
を

26

希
望
す
る
団
体
は
次
の
と
お
り
登
録

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
申
請
は
一
年
間
分
と
な
り
ま
す
。

胸
登
録
条
件
…
①
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
の
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
　10

人
以
上
の
団
体
、
②
成
人
の
団
体
責

任
者
（
1
人
）
と
管
理
責
任
者
（
2

人
）
の
い
る
団
体
。

胸
開
放
施
設
…
下
表
の
と
お
り
（
学

校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
開
放

し
て
い
ま
す
）。

※
中
学
校
の
施
設
は
部
活
動
の
た
め

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（７）平成２６年（２０１４）１月１日号

　
ご
存
じ
水
戸
黄
門
を
テ
ー
マ
に
喜

劇
で
表
現
し
た
作
品
で
す
。

　
監
督
…
千
葉
泰
樹
。　

　
出
演
…
森
繁
久
彌
、
宝
田
明
、
髙

島
忠
夫
、
コ
ン
ト
　
号
 ほ
か
。

55

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
開
演

25

（
開
場
1
時
　
分
～
）。

30

■費 
無
料
（
全
席
自
由
）。　
　

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。
1
月
　
日
11

臥
・
午
前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
、

各
公
民
館
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ

れ
あ
い
の
里
で
整
理
券
を
配
布
し
ま

す
。

※
当
日
券
は
プ
ラ
ス
5
0
0
円
。

※
障
害
者
割
引
は
各
料
金
か
ら
5
0

0
円
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障

害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
3
歳
未
満
の
お
子
様
の
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
お

よ
び
イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p

lu
s.
jp
/

）
で
発
売
中
。

※
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
、
電
話
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　
　
　

　
豪
華
キ
ャ
ス
ト
を
迎
え
て
の
現
代

狂
言
第
8
弾
。
印
西
市
で
は
3
回
目

の
公
演
と
な
り
ま
す
。

　
出
演
者
は
南
原
清
隆
、
野
村
万
蔵
、

佐
藤
弘
道
、
遠
野
な
ぎ
こ
、
川
村
ゆ

き
え
 ほ
か
。

■時 
2
月
2
日
蚊
・
午
後
3
時
（
開
場

2
時
　
分
～
）。

30

■費 
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
ま
で
）
1
街
5
0
0
円
（
全

席
指
定
）。

ス
ポ
ー
ツ

都
市

胸開放施設日程胸
開放時間開放日開放施設

午前9時～午後5時土・日曜日・祝日・休校日校庭
（小学校のみ）

午前9時～午後9時30分土・日曜日・祝日・休校日
体育館

午後6時～午後9時30分平日

午前9時～午後9時30分土・日曜日・祝日・休校日
柔剣道場

午後6時～午後9時30分平日

※
予
備
日
3
月
　
日
蚊
。

16

■場 
松
山
下
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
浦

部
）。

胸
男
女
問
わ
ず
、
3
チ
ー
ム
構
成

（
一
般
・
成
年
・
シ
ニ
ア
）
の
団
体
戦
。

胸
競
技
規
則
…
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
国
際
ル
ー
ル
に
よ
る
。

■対 
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
高
校
生
以

上
の
チ
ー
ム
。

■費 
一
団
体
（
3
チ
ー
ム
）
9
街
0
0

0
円
（
当
日
徴
収
）。

■申 
2
月
　
日
画
ま
で
に
団
体
名
、
代

21

表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

チ
ー
ム
別
の
参
加
者
氏
名
お
よ
び
年

齢
を
明
記
し
、
F
A
X
で
左
記
へ

（
申
込
用
紙
は
松
山
下
公
園
総
合
体

育
館
に
あ
り
）。

■問 
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
志
澤
哲

宏
（
緯
／
胃
碓46 
1
2
2
4
）。

1/25
（土）

　
ミ
リ
映
画
会

１６「水
戸
黄
門
漫
遊
記
」（
１
９
６
９
年
作
）

文化ホール
中央駅前地域交流館

小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切

れ
の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、

文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

　印西市笠神の農地（田）に毎年約1,000羽の白鳥が飛来し、市内外
からの見学者で賑わっています。
　飛来した白鳥は、自然界で餌を食べていますが、この時期には特に
餌が少なくなるため、地元有志が餌を与え、元気な白鳥の雄姿を見る
ことができます。地元では毎年、餌の確保に苦慮していることから、
市民・農家のみなさんに屑米などがございましたら、ご恵与をお願い
します。
胸募集期間…2月28日画まで。
胸餌の種類…籾殻米、玄米、白米、大豆。
胸提供方法…市役所本埜支所窓口に持参または、宅配便などでの配送
（送料は送り主負担でお願いします）。
胸送り先…〒270―2392印西市笠神2587印西市役所本埜支所宛て。
■問 本埜支所地域づくり課（緯碓97 1111）。

白鳥の餌・提供のお願い

▼

ご協力をよろしくお願いします

2/2
（日）

現
代
狂
言
駅
　

   狂
言
と
コ
ン
ト
が
結
婚
し
た
ら
…



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

春
植
え
用
 山
行
 苗木
を

や
ま
い
き

　
　
　
　
　
　
斡
旋
し
ま
す

　
左
表
の
と
お
り
千
葉
県
森
林
組
合

よ
り
苗
木
の
斡
旋
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、

1
月
　
日
画
ま
で
に
下
記
ま
で
電
話

24

■申 
1
月
　
日
峨
ま
で
に
、
指
定
履
歴

21

書
（
自
筆
で
写
真
張
り
付
け
）
と
司

書
資
格
証
明
書
の
写
し
（
有
資
格
者

の
み
）、
小
論
文
「
図
書
館
職
員
に
求

め
ら
れ
る
も
の
」（
自
筆
で
8
0
0

字
以
内
）
を
大
森
図
書
館
ま
で
持
参

（
郵
送
不
可
）。

※
指
定
履
歴
書
書
式
お
よ
び
募
集
要

項
は
、
市
内
図
書
館
で
1
月
5
日
蚊

か
ら
配
布
。 

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

※
受
付
時
間
…
午
前
9
時
～
午
後
5

時
（
休
館
日
を
除
く
）。

Ｔ
Ｄ
Ｕ
い
ん
ざ
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

「
産
学
連
携
オ
フ
ィ
ス
」
入
居
者

　
東
京
電
機
大
学
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
T
D
U
い

ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
起
業
・
第
二
創
業
・
産

学
連
携
を
予
定
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
産
学
連
携
オ
フ
ィ
ス
の
入
居
者
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

胸
利
用
開
始
…
平
成
　
年
3
月
ま
た

26

は
4
月
（
予
定
）。

※
利
用
者
は
、
書
類
お
よ
び
面
接
な

ど
の
審
査
を
経
て
決
定
。

胸
募
集
室
数
…
若
干
数
。

■申 
1
月
　
日
我
（
必
着
）
ま
で
に
左

15

記
へ
。　

※
対
象
・
応
募
書
類
な
ど
詳
細
は
、

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
。

■問 
T
D
U
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓46 
9
5
5

5
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.ti2
ac.o

rg

）。

学
童
保
育
指
導
員

　
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
学
童
保
育
指

導
員
（
非
常
勤
職
員
）
と
し
て
勤
務

で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
シ

フ
ト
制
）。

胸
勤
務
時
間
…
通
常
下
校
時
～
午
後

7
時
。
土
曜
日
お
よ
び
夏
休
み
な
ど

の
期
間
は
、
午
前
8
時
～
午
後
7
時
。

■対 
心
身
と
も
に
健
康
な
　
歳
未
満
で
、

65

保
育
に
対
す
る
理
解
が
深
く
熱
意
の

あ
る
人
。

胸
時
給
…
8
3
0
円
～
（
規
定
に
よ

り
通
勤
手
当
あ
り
）。

■申 
履
歴
書（
自
筆
で
写
真
貼
り
付
け
）

お
よ
び
登
録
用
紙
（
左
記
窓
口
で
配

布
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

■時 
1
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午

15

10

（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
成
田
市
保
健
福
祉
館
（
成
田
市
赤

胸
勤
務
内
容
…
事
業
の
実
施
お
よ
び

補
助
、
親
子
・
児
童
へ
の
遊
び
の
指

導
や
相
談
な
ど
。

■対 
【
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
】
保

育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有

す
る
人
。【
看
護
師
・
保
健
師
】

看
護
師
ま
た
は
保
健
師
資
格
を
有
す

る
人
。

【
共
通
】
市
内
各
施
設
ど
こ
で
も
勤

務
で
き
る
人
。

■申 
1
月
　
日
画
ま
で
に
履
歴
書
（
自

17

筆
で
写
真
添
付
）
と
資
格
証
明
書
の

写
し
を
、
以
下
ど
れ
か
の
窓
口
ま
た

は
施
設
（
子
育
て
支
援
課
、
中
央
駅

前
地
域
交
流
館
、
子
ど
も
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
児
童
館
、
い

ん
ば
児
童
館
、
滝
野
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
）
に
提
出
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
緯
内
線
2
4
3
）。

図
書
館
非
常
勤
職
員

胸
勤
務
時
間
…
週
3
日
程
度
・
午
前

8
時
　
分
～
午
後
5
時
（
実
働
7
時

30

間
　
分
、
開
館
時
間
延
長
日
は
午
後

30
8
時
ま
で
）。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
毎
月
最
終

月
曜
日
の
勤
務
あ
り
。

胸
任
用
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　27

年
3
月
　
日
。

31

胸
勤
務
内
容
…
図
書
の
整
理
作
業
、

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
補
助
（
シ
フ
ト

制
）

※
整
理
作
業
は
、
力
仕
事
を
伴
う
場

合
あ
り
。

胸
時
給
…
8
2
0
円
～
8
8
0
円

（
経
験
年
数
に
よ
る
加
算
あ
り
）。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

胸
応
募
要
件
…
次
の
臼
～
嘘
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
。

臼
健
康
で
市
内
図
書
館
ど
こ
で
も
勤

務
で
き
る
人
、
渦
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
る
人
、
嘘
地
方
公
務
員
法
第
　16

条
（
欠
格
事
項
）
に
該
当
し
な
い
人
。

※
司
書
資
格
を
有
す
る
人
優
先
。

■定 
　
人
程
度
。

40

（
随
時
可
）。

■問 
保
育
課
管
理
班
（
〒
2
7
0
―
1

3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―
2

緯
内
線
2
2
4
・
2
2
5
）。

児
童
館
・
子
育
て

　
支
援
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
職
員

　
4
月
か
ら
市
内
の
児
童
館
や
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
非
常

勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
（
シ
フ
ト

制
）。

胸
勤
務
時
間
…
①
火
～
日
曜
日
の
週

2
～
4
日
程
度
・
午
前
8
時
　
分
～

30

午
後
5
時
　
分
、
②
火
～
日
曜
日
の

15

週
2
日
程
度
・
午
前
8
時
　
分
～
午

30

後
5
時
　
分
。

15

胸
勤
務
時
場
所
…
市
内
児
童
館
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
。

胸
時
給
…
【
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
】
1
街
0
2
0
円
。【
看
護
師
】

1
街
1
4
0
円
。【
保
健
師
】
1
街

1
8
0
円
（
交
通
費
あ
り
）。

平成２６年（２０１４）１月１日号（８）

パート衛

林
業

　
千
葉
県
の
最
低
賃
金
が
左
表
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
（
緯
0
4
3
―
2
2
1
―
2
3
2
8
）。

胸山行苗木価格表（平成25年10月現在）胸

価格（円）
（消費税込み）

規　格
苗　齢樹　種 根本径

（亜）苗高（唖）号
数

1057.035１2年生スギ（実）

14012.060１
3年生スギ（実）

1209.045３

1053.035１2年生ヒノキ
1409.060１

3年生ヒノキ
1207.045３

856.025３2年生クロマツ
958.035２

3年生クロマツ
907.030３

856.025２2年生

アカマツ 958.0352
3年生

907.0303

315120～150ケヤキ
260約120ナラ 
260約120クヌギ
315約120エンジュ

※ケヤキ、ナラ、エンジュは上記規格以上になると
価格が変わります。

に
て
申
し
込
み
。

胸
納
品
予
定
日
…
3
月
中
旬
以
降
。

※
納
品
日
が
決
定
次
第
、
申
込
者
に

連
絡
し
ま
す
。
苗
木
を
受
け
取
る
際

は
市
役
所
に
来
庁
し
て
も
ら
い
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■費 
納
品
日
以
降
に
森
林
組
合
へ
銀
行

振
込
で
お
願
い
し
ま
す
。

胸
注
意
事
項
…
価
格
表
は
一
本
単
位

の
金
額
で
す
が
、
取
り
ま
と
め
の
都

合
上
、　
本
単
位
で
申
し
込
み
を
お

25

願
い
し
ま
す
（
左
上
表
参
照
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
農
政
課
農
政
班
（
緯
内
線
3
7

2
）。

胸改定された千葉県の最低賃金胸
改正時間額
（発効日）

件　　　名

777円
（H25.10.18）千葉県最低賃金

827円
（H25.12.25）調味料製造業

千
葉
県
特
定
最
低
賃
金

867円
（H25.12.25）

鉄鋼業

843円
（H25.12.25）

はん用機械器具、生産用機械器具製造
業

846円
（H25.12.25）

電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械製造業

829円
（H25.12.25）

計量器・測定器・分析機器・試験機・
測量機械器具・理化学機械器具製造業、
医療用機械器具・医療用品製造業、光
学機械器具・レンズ製造業、時計・同
部分品製造業、眼鏡製造業

807円
（H25.12.25）

各種商品小売業

838円
（H25.12.25）

自動車（新車）小売業

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　みなさんのあたたかい善意を心からお待ちしています。
■時 1月28日峨・午前10時～11時45分、午後1時～4時。
■場 印西市役所1階ロビー。
　なお、安全な血液供給実施のため献血条件などがありますの
で問い合わせは下記に願います。
■問 健康増進課総務班（中央保健センター内・緯碓42 5595）、千
葉県赤十字血液センター推進課（緯047―457―9927）。

献血にご協力ください

　市立保育園で勤務する非常勤職員を募集します（登録制）。
　入園児童数の増加や退職などがあった場合に任用させていた
だきます。現在、市立保育園で延長保育の時間帯に勤務できる
人を急募してします。
　また、平成26年4月から勤務可能な人の登録も受け付けして
います。
【保育士】
胸業務内容…保育に関すること。
胸勤務場所…市立保育園。
胸勤務時間…平日・午前7時～午後7時、土曜日・午前7時～
午後5時の間で、①1日7・5時間程度。②1日6時間程度、週
20時間未満③午前7時～9時30分、午後4時～7時の延長保
育時間。
※園の状況により勤務時間が多少異なります。
■対 保育士の資格があり、健康で保育の仕事に情熱を持った人。
胸時給…1,020円（規定により通勤手当あり）。
■申 履歴書（自筆で写真貼り付け）と、資格証明書の写しを下記ま
で提出。
■問 保育課保育班（緯内線223）。　　　　　　　　　　

保育園の非常勤職員を募保育園の非常勤職員を募集集 募
集

健
康

坂
1
―
3
―
1
）。

■内 
講
演
「
正
し
い
診
断
に
基
づ
く
必

要
最
小
限
の
除
去
を
行
う
た
め
に
～

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
最
新
の
診
断
と

治
療
に
つ
い
て
～
」
お
よ
び
交
流
会
。

噛
講
師
…
鈴
木
修
一
氏
（
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
下
志
津
病
院
小

児
科
医
師
）。　

■対 
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
を
持

つ
保
護
者
。

※
保
育
対
応
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
子
様
連
れ
の
人
は
、
各
自
で
ご
配

慮
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■定 
約
　
人
。

40

■申 
1
月
8
日
我
ま
で
に
電
話
で
左
記

へ
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
印
旛

保
健
所
）
地
域
保
健
課
栄
養
担
当

（
緯
0
4
3
―
4
8
3
―
1
1
3

4
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計

し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の

超
え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
と
な
る
被
保
険
者
に
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
申
請

書
類
が
お
手
元
に
届
い
た
人
は
、
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
平
成
　
年
8
月
か
ら
平

24

成
　
年
7
月
末
ま
で
に
市
町
村
を
越

25
え
て
転
居
さ
れ
た
人
や
ほ
か
の
医
療

保
険
か
ら
移
ら
れ
た
人
に
は
、
お
知

ら
せ
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
5
～
2
8
7
）、
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線
2

8
9
・
2
9
9
）、
介
護
福
祉
課
介
護

保
険
班
（
緯
内
線
2
7
8
）。

「
平
成
　
年
分
公
的
年
金
等
の

25

源
泉
徴
収
票
」
の
送
付

　
平
成
　
年
中
に
厚
生
年
金
、
国
民

25

年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ

た
み
な
さ
ん
に
、
平
成
　
年
中
に
支

25

払
わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
額
や
特
別
徴
収
さ

れ
た
保
険
料
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

「
平
成
　
年
分
公
的
年
金
な
ど
の
源

25

泉
徴
収
票
」
が
、
日
本
年
金
機
構
よ

り
、
今
月
中
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
手
元
に
届
い
た
源
泉
徴
収
票
は
年

金
以
外
に
収
入
が
あ
り
、
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
と
き
や
、
源
泉
徴

収
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
と
き
に
添

付
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ

た
場
合
は
再
交
付
が
で
き
ま
す
の
で
、

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
障
害

年
金
」
や
「
遺
族
年
金
」
に
つ
い
て
は
、

非
課
税
で
す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
の

送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問 
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
緯
0
5
7

0
―
0
5
―
1
1
6
5
）、Ｉ
Ｐ
電
話

（
緯
0
3
―
6
7
0
0
―
1
1
6
5
）。

ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。
変

更
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
し
出
が

必
要
で
す
。

胸
申
し
出
期
間
…
1
月
　
日
画
。

31

　
1
月
　
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
し

31

出
は
、
4
月
分
の
中
止
手
続
き
に
間

に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
4
月
分
以
降

の
年
金
か
ら
中
止
と
な
り
ま
す
。

★
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て

は
、
口
座
振
替
に
変
更
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替

の
残
高
不
足
に
よ
る
振
替
不
能
が
続

く
場
合
は
、
特
別
徴
収
に
戻
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

★
申
し
出
方
法
…
①
既
に
口
座
振
替

を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
認
め
印
と

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
新
た
に
　
歳
に
到
達
し
後
期
高
齢

75

者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た
人
、

国
保
税
を
新
規
に
口
座
振
替
す
る
人
、

振
替
口
座
を
変
更
す
る
人
は
、
認
め

印
と
保
険
証
の
ほ
か
に
事
前
に
利
用

す
る
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
込

手
続
き
を
行
い
、
本
人
控
え
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
で
の
申
し
出

は
左
記
ま
で
）。

③
既
に
納
付
方
法
変
更
の
申
し
出
を

し
て
い
る
人
は
、
再
度
の
申
し
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

★
介
護
保
険
料
・
市
県
民
税
の
特
別

徴
収
は
変
更
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■問 
国
保
年
金
課
保
険
税
班
（
緯
内
線

2
8
1
～
2
8
4
）、
高
齢
者
医
療

年
金
班
（
緯
内
線
2
8
8
、
2
9
9
）。

高
額
医
療
・

　
 高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

　
こ
の
制
度
は
医
療
と
介
護
の
両
方

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
全
員
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
全
員
が
一
年
間
（
平

成
　
年
8
月
～
平
成
　
年
7
月
末
ま

24

25

で
）
に
お
支
払
い
し
た
、
医
療
保
険

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
 （
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

　「学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

       「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　
収
入
な
ど
が
な
く
保
険
料
の
支
払

い
が
困
難
な
場
合
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」（
学
生
の
み
）、「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」（
　
歳
未
満
）
な
ど

30

の
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　
学
生
の
人
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

■対 
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で

あ
る
過
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
人
。

【
若
年
納
付
猶
予
制
度
】

　
学
生
で
な
い
　
歳
未
満
の
人
で
、

30

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
ど
ち
ら
の
制
度
も
承
認
さ
れ
た
期

間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と

な
っ
た
と
き
に
「
追
納
制
度
」
を
ご

（９）平成２６年（２０１４）１月１日号

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
将
来
受
け
取

る
年
金
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
。 

年
金
相
談
所
を
開
設

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
に

関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
関
す
る

こ
と
お
よ
び
年
金
請
求
手
続
き
や
加

入
記
録
の
確
認
な
ら
び
に
そ
の
ほ
か

年
金
制
度
に
関
す
る
こ
と
な
ど
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■時 
1
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

23

10

3
時
　
分
。

15

胸
相
談
時
間
…
一
人
　
分
間
。

30

■場 
市
役
所
附
属
棟
2
階
　
会
議
室
。

25

■定 
8
人
（
予
約
制
）。

■申 
1
月
　
日
峨
ま
で
に
、
左
記
ま
で

14

（
先
着
順
）。

※
お
申
込
み
の
際
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
も
の
を
お
手
元
に
ご
用
意

願
い
ま
す
。
な
お
、
国
民
年
金
保
険

料
免
除
制
度
の
ご
相
談
や
申
請
は
、

市
国
保
年
金
課
お
よ
び
印
旛
支
所
・

本
埜
支
所
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
緯
内
線
2
8
8
）。

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
納
付
を
年
金
特
別
徴
収

か
ら
口
座
振
替
へ
変
更
す
る
に
は

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
全
員
が
　
歳
以
上
　
歳
以
下
の
世

65

74

帯
は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
保
険
税

が
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。

　
　
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
後
期

75
高
齢
者
医
療
で
は
、
原
則
と
し
て
個

人
の
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
受
給
額
、
所
得
金
額
、

国
保
で
は
世
帯
要
件
な
ど
に
よ
り
、

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

★
納
付
方
法
を
年
金
の
特
別
徴
収
か

　
歳
に
な
っ
た
ら
『
国
民
年
金
』

20　
日
本
に
住
む
　
歳
か
ら
　
歳
未
満

20

60

の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生

活
保
障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
あ

の
と
き
に
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
、

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
の
手
続
き
は
、　
歳
に
な
る

20

人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
加

入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
の
で
、

市
役
所
ま
た
は
印
旛
支
所
・
本
埜
支

所
へ
資
格
取
得
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
　
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年

20

金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
第

2
号
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

加
入
の
手
続
き
は
不
要
で
す
）。

※
国
民
年
金
の
加
入
は
誕
生
日
の
前

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人
は
3
月
　
日
か
ら

31

加
入
に
な
る
の
で
、
保
険
料
は
3
月

分
か
ら
か
か
り
ま
す
。

国
保
・
年
金

1月３１1月３１日日画画はは国民健康保険国民健康保険税税・・
後後期期高高齢齢者者医医療療保保険険料料・・介護保険料介護保険料のの

納期納期限限
　1月３１日画は、国民健康保険税・後期高齢
者医療保険料の第７期および介護保険料の
第６期納期限です。納め忘れのないように
お願いします。口座振替をご利用の人は、残
高不足のないようご確認ください。
　納付が困難な場合は、そのままにせず下
記窓口で納付相談をしてください。
【保険税（料）が未納の場合】
　保険税（料）を未納のままにすると、各保
険サービスを利用する際に制限を受ける場
合があります。
■問 【国民健康保険税について】国保年金課保
険税班（緯内線281～284）。
【後期高齢者医療保険料について】国保年金
課高齢者医療年金班（緯内線288・299）。
【介護保険料について】介護福祉課介護保険
班（緯内線277）。

怯
新
春
市
民
囲
碁
大
会

　
囲
碁
好
き
の
み
な
さ
ん
、
大
勢
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

12

30

午
後
4
時
。

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■費 
1
街
5
0
0
円
（
女
性
1
街
0
0

0
円
、
子
ど
も
7
0
0
円
）。

■申 
1
月
5
日
蚊
ま
で
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
囲
碁
連
合
会
事
務
局
・
吉

田
（
緯
碓46 
1
5
1
8
）、
小
野
寺
（
緯

碓42 
3
9
1
6
）。

怯
小
林
地
区
ふ
れ
あ
い
新
春
お

楽
し
み
会

　
小
林
地
区
を
中
心
に
近
隣
地
域
の

み
な
さ
ん
と
新
春
を
お
祝
い
す
る
と

と
も
に
、
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
昔
懐
か
し
い
お
正
月
の
遊

び
や
餅
つ
き
大
会
な
ど
を
通
じ
て
ふ

れ
あ
い
、
親
睦
と
融
和
を
図
る
お
楽

し
み
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

12

10

3
時
（
荒
天
中
止
）。

■場 
小
林
北
2
丁
目
広
場
（
小
林
駅
北

口
）。

■内 
お
正
月
遊
び
（
た
こ
あ
げ
、
こ
ま

回
し
、
竹
馬
な
ど
）、
演
芸
大
会
、
餅

つ
き
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
。

■費 
一
人
1
0
0
円
。

■問 
佐
藤
（
緯
碓97 
2
5
7
9
）。

怯
木
刈
親
子
読
書
会
主
催
「
子

ど
も
の
『
時
』
を
ゆ
た
か
に
」

　「
た
の
し
い
読
書
の
世
界
を
子
ど

も
た
ち
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

で
す
。

■時 
1
月
　
臥
・
午
後
1
時
　
分
～
3

25

30

時
（
開
場
1
時
～
）。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

噛
講
師
…
広
瀬
恒
子
氏
（
親
子
読
書

地
域
文
庫
全
国
連
絡
会
代
表
・
日
本

子
ど
も
の
本
研
究
会
会
員
）。

■費 
無
料
。

■他 
保
育
あ
り
（
3
歳
～
未
就
学
児
、

一
人
2
0
0
円
、
予
約
制
、
1
月
1

5
日
ま
で
に
左
記
へ
）。

■申 
直
接
会
場
へ
。

■問 
木
刈
親
子
読
書
会
・
渡
辺
（
■携 
0

9
0
―
3
9
1
6
―
0
3
6
6
）、

中
村
（
緯
碓46 
1
6
2
4
）。

怯
手
編
み
グ
ル
ー
プ
「
た
ん
ぽ

ぽ
」
会
員
募
集

　
寒
い
季
節
、
マ
フ
ラ
ー
や
セ
ー

タ
ー
な
ど
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
毎
週
火
曜
日
・
午
前
9
時
～
午
後

1
時
。

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

■内 
棒
針
、
カ
ギ
針
。
一
本
の
糸
が
さ

ま
ざ
ま
な
作
品
に
「
か
た
ち
」
を
変

え
る
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
す
。

■対 
成
人
。

■定 
　
人
。

10
■費 
・
■申 
不
要
。

■問 
酒
井
（
緯
0
9
0
―
6
5
6
5
―

8
1
1
9
）。

怯
い
ん
ざ
い
子
ど
も
劇
場
 舞
台

鑑
賞
劇
団
風
の
子
「
ウ
ー
フ
」

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～
。

23

30

■場 
平
岡
自
然
の
家
体
育
館
（
平
岡
）。

■費 
参
加
費
あ
り
（
要
問
い
合
わ
せ
）。

【「
ウ
ー
フ
」
を
も
っ
と
楽
し
む
た
め

に
】
　
①
く
ま
パ
ン
作
り
、
②
ス
タ
ン
プ

ア
ー
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

「
ウ
ー
フ
」
鑑
賞
者
が
対
象
で
す
。

■時 
①
1
月
　
日
蚊
、
②
2
月
9
日

12

蚊
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
午
後
1

10

時
　
分
。

30
■費 
①
親
子
二
人
で
1
街
5
0
0
円
、

②
親
子
二
人
で
1
街
0
0
0
円
（
材

料
費
別
途
）。

※
会
場
な
ど
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■申 
電
話
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■問 
N
P
O
法
人
い
ん
ざ
い
子
ど
も
劇
場

事
務
局（
☎
／
胃
碓46 
6
2
8
7
・
■メール npo

inzaikodom
o@
yahoo.co.jp

）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■申 
1
月
　
画
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

31

F
A
X
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
・

小
名
木
（
緯
○42 
2
4
0
3
・
胃
○42 
0

3
3
8
）。

お
む
つ
に
係
る
費
用
を
医
療
費
と
し

て
取
り
扱
う
た
め
の
確
認
書
を
発
行

　
要
介
護
認
定
を
し
た
書
類
か
ら

「
寝
た
き
り
度
」
お
よ
び
「
尿
失
禁
の

発
生
可
能
性
」
を
確
認
し
た
書
類
を

発
行
し
ま
す
。

■対 
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
て
、
お
む
つ
に
係
る
医
療
費
控

除
を
受
け
る
の
が
2
年
目
以
降
の
人
。

■問 
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
班
（
緯
内

線
2
7
7
～
2
7
9
）。

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
と
の

「
手
話
学
習
と
懇
談
会
」

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

19

30

4
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

■費 
無
料
（
手
話
学
習
会
は
初
参
加
時

の
み
テ
キ
ス
ト
代
1
街
0
0
0
円
）。

■申 
不
要
。

※
講
師
あ
り
。

※
聞
こ
え
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

※
Ｏ
Ｈ
Ｐ
要
約
筆
記（
話
し
手
の
言
葉

を
要
約
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
）で

聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

■問 
N
P
O
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
印
旛
香
取
事
務
所
・
吉
田

（
緯
0
4
3
―
4
9
6
―
2
3
3
1

胃
0
4
3
―
4
6
1
―
6
5
3
3
）。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
「
傾
聴
」
の
理
解
と

知
識
を
学
び
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
画
、　
日
画
・
午
後
1

14

21

時
　
分
～
3
時
　
分
（
全
2
回
）。

30

30

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■定 
　
人
。

30
噛
講
師
…
北
田
知
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ピ
リ
ッ
ツ
）。

■費 
1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
○42 
0
2
9
4
）。

は
た
ら
く
ふ
れ
あ
い
懇
親
会

　
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
企
業
と
就

職
活
動
を
行
う
障
が
い
者
の
情
報
交

換
、
出
会
い
の
場
と
し
て
開
催
。

■時 
1
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
～
4
時
。

30

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
・
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
中
央
北
）。

■内 
障
が
い
者
の
就
労
に
関
す
る
講
演
、

意
見
交
換
会
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

印
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

　
　
　
　『
お
む
つ
サ
ー
ビ
ス
』

　
例
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
、

得
た
収
益
金
を
も
と
に
お
む
つ
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
お

使
い
の
品
物
を
お
届
け
し
ま
す
。

■対 
在
宅
で
寝
た
き
り
の
人
、
要
介
護

状
態
で
お
む
つ
を
必
要
と
さ
れ
て
い

る
人
や
障
が
い
児
・
者
の
人
。

平成２６年（２０１４）１月１日号（１０）

パート詠

事
を
し
て
い
る
場
合
。

鰯
出
産（
出
産
予
定
月
の
前
後
2
カ

月
）。

允
病
気
や
負
傷
、
ま
た
は
心
身
に
障

害
が
あ
る
場
合
。

印
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
負
傷
者
、

心
身
に
障
害
が
あ
る
人
を
常
に
介
護

し
て
い
る
場
合
。

咽
火
災
そ
の
ほ
か
の
災
害
の
復
旧
に

あ
た
っ
て
い
る
場
合
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
証
明
書
が
必
要

で
す
。
茨
～
咽
の
詳
し
い
基
準
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
求
職
中
の
人
に
つ
い

て
も
、
4
月
か
ら
右
記
と
同
様
の
家

庭
状
況
と
な
る
予
定
の
場
合
、
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
同
居
の
祖
父
母
な
ど
が

保
育
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
入
園
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

胸
必
要
書
類
…
次
の
臼
～
唄
。

臼
保
育
園
入
園
申
込
書
、
申
し
込
み

児
童
の
健
康
状
況
調
書
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
チ
ェ
ッ
ク
票
。

渦
父
・
母
・
祖
父
母
な
ど
の
就
労
証

明
書
や
診
断
書
な
ど
、
保
育
が
で
き

な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
各
種
証
明

書
。

嘘
平
成
　
年
分
の
所
得
税
額
を
証
明

25

す
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、
ま
た
は

所
得
税
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）。

唄
住
民
税
課
税
状
況
確
認
同
意
書

（
指
定
用
紙
あ
り
）。

※
場
合
に
よ
り
、
平
成
　
年
度
住
民

25

税
課
税
証
明
書
の
提
出
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
生
後
6
カ
月
未
満
で
入
園
と
な
る

場
合
は
、
産
休
明
け
保
育
児
用
問
診

票
。
　
な
お
、
入
園
申
込
書
な
ど
は
、
保

育
課
、
各
保
育
園
、
印
旛
・
本
埜
支

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
保
育
園
に
お
い
て
、
園

児
の
受
け
入
れ
に
余
裕
が
あ
る
場
合

は
、
5
月
以
降
も
入
園
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
、
希
望
月
の
前

月
　
日
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

10
の
場
合
は
前
日
）
ま
で
に
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2

1
・
2
2
3
）。

一
歩
ふ
み
だ
す
「
若
者
塾
」

　
お
茶
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
、
困
っ

て
い
る
こ
と
を
語
り
合
う
な
ど
、
気

軽
に
集
ま
れ
る
場
所
で
す
。
精
神
保

健
福
祉
士
に
相
談
も
で
き
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
俄
・
午
後
2
時
～
3
時

20

　
分
。

30■場 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
大
森
）。

■対 
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
家
に
ひ
き

15

35

こ
も
り
が
ち
な
若
者
。

■費 
1
0
0
円
程
度
（
お
茶
代
）。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

新
年
度
の
保
育
園
入
園
申
し
込
み

　
4
月
か
ら
新
た
に
保
育
園
入
園
を

希
望
す
る
人
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
（
左
表
参
照
）。

■時 
1
月
6
日
俄
～
　
日
画
・
午
前
8

31

時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
（
土
・
日

30

15

曜
日
、
祝
日
除
く
）。

■場 
保
育
課
保
育
班
・
印
旛
支
所
・
本

埜
支
所
・
各
公
立
保
育
園
。

※
書
類
審
査
や
準
備
の
都
合
上
、
期

間
以
降
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■対 
児
童
の
保
護
者
が
次
の
茨
～
咽
い

ず
れ
か
の
場
合
で
す
。

茨
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
。

芋
居
宅
内
で
日
常
の
家
事
以
外
の
仕

怯
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第

1
団
「
餅
つ
き
大
会
」

　
お
餅
つ
き
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

12

10

2
時
。

■場 
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
（
原
山
）。

■対 
5
歳
児
～
小
学
生
（
保
護
者
同

伴
）。

※
女
の
子
の
参
加
も
歓
迎
。

■費 
2
0
0
円
。

■他 
食
器
（
お
わ
ん
、
は
し
、
コ
ッ
プ
）

持
参
。

■問 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
1

団
・
東
条
（
緯
0
4
7
―
4
9
1
―

4
3
5
4
）。

怯
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第

2
団
「
親
子
餅
つ
き
大
会
」

　
親
子
で
お
餅
つ
き
と
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
1
月
　
日
華
・
午
前
　
時
～
午
後

13

10

2
時
。

※
雨
天
実
施
。

■場 
原
小
校
庭
お
よ
び
体
育
館
。

■対 
幼
稚
園
年
中
～
小
学
6
年
生
（
保

護
者
同
伴
）。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左

記
へ
。

■問 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
2

団
・
鵜
澤
（
緯
碓47 
0
3
9
6
・
■メール b

s
in
za
ish
iro
i2
@
g
m
a
il.c
o

m

）。
怯
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第

　
団
「
親
子
で
初
釜
体
験
」

63　
日
本
の
伝
統
文
化
、
茶
道
を
一
緒

に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

18

30

午
後
1
時
　
分
。

30

■場 
桜
台
セ
ン
タ
ー
和
室
（
白
井
市
）。

■対 
5
歳
児
～
小
学
生
の
女
子
。

■定 
　
組
（
　
人
）。

10

20

■費 
親
子
で
5
0
0
円
（
茶
菓
代
）。

■申 
1
月
5
日
蚊
～
　
日
蚊
に
電
話
で

12

左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第
　63

団
・
 肥
沼
 （
緯
0
4
7
―
4
9
1
―

こ
え
ぬ
ま

6
6
9
4
）。

怯
県
立
手
賀
の
丘
公
園
少
年
自
然
の

家
イ
ベ
ン
ト

臼
自
然
観
察
会
「
オ
ー
イ
！
冬

鳥
く
ん
」

■時 
2
月
9
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

15

正
午
（
受
け
付
け
9
時
～
）。

■場 
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

（
柏
市
）。

■内 
広
々
と
し
た
手
賀
沼
の
水
辺
や
田

園
風
景
の
中
を
散
策
し
て
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。

■対 
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■申 
1
月
9
日
牙
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
県
立
手
賀
の
丘
公
園
少
年
自
然
の

家
・
山
田
（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―

1
9
2
3
）。

渦
初
心
者
も
楽
し
め
る
「
ラ
ー

ト
」
体
験

　
ラ
ー
ト
と
は
ド
イ
ツ
発
祥
の
ス

ポ
ー
ツ
。
鉄
製
の
大
き
な
輪
を
2
つ

平
行
に
つ
な
い
だ
運
動
器
具
を
用
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
体
操
を
行
い
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
華
・
午
後
1
時
　
分
～

11

30

3
時
。

■場 
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

（
柏
市
）。

■内 
日
本
ラ
ー
ト
協
会
の
指
導
に
よ
り
、

ラ
ー
ト
技
術
の
初
歩
か
ら
習
得
。

■対 
身
長
1
1
5
唖
以
上
、
小
学
生
以

上
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

11

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
県
立
手
賀
の
丘
公
園
少
年
自
然
の

家
・
藤
本
。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

福
祉

胸市内保育園一覧胸
受け入れ月齢電話番号住　所園　名

６カ月以降碓４２ ２４３９大森３３７０番地大森保育園

公
立

６カ月以降碓４２ ２７３３木下１３４２番地４木下保育園
６カ月以降碓４６ １８７３木刈六丁目２３番地木刈保育園
６カ月以降碓４６ １８７４内野一丁目１２番地内野保育園
６カ月以降碓４６ ７０１１高花一丁目１０番地高花保育園
産休明け（生後５７日）以降碓４５ ０２２１西の原三丁目７番地西の原保育園
６カ月以降碓97 2935滝野三丁目2番地もとの保育園
産休明け（生後５７日）以降碓97 １３８３小林北五丁目１２番地２どんぐり保育園

私
立

産休明け（生後５７日）以降碓４７ ７５６６高花五丁目３番地銀の鈴保育園
産休明け（生後５７日）以降碓４７ ６６００草深１１７７番地１８原山保育園
産休明け（生後５７日）以降碓98 1333萩原１917番地8山ゆり保育園
産休明け（生後５７日）以降碓４9 4011牧の原三丁目1番地3牧の原宝保育園

詳細は開設準備室へお問
い合わせください

開設準備室
碓33 3000牧の台一丁目1番地2スマイル保育園

平成26年3月開園予定
開設準備室
碓４２ 5901小倉673番地7小倉すくすく保育園

平成26年4月開園予定

産休明け（生後５７日）以降碓４６ 1329松崎５１７番地※認定こども園
しおん保育園（本園）

産休明け（生後５７日）以降～
平成24年4月1日生まれ
（2歳児クラス）

　同上牧の原一丁目3番
牧の原モア内

※しおん保育園（分
園）

胸「※」は直接契約となりますので、申込書および入園手続きは、しおん保育園にご確認ください。
胸スマイル保育園、小倉すくすく保育園は園舎建設の進捗状況により開園が延期になる場合あり。

　
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、「
い
ん
ざ
い
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
2
0
1
3
」
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
画
～
2
月
1
日
臥
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
午
後
4
時
。

31

10

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
中
央
北
）。

■内 
絵
画
・
手
工
芸
な
ど
の
展
示
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内
線
2
6
6
）。

 い
ん
ざ
い
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
2
0
1
3
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

　
　
　
　
　
　
設
置
費
補
助
金

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど

環
境
へ
の
負
荷
低
減
を
目
的
に
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
家
庭
用
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
設
置
費
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

胸
補
助
対
象
設
備
お
よ
び
補
助
金
額

…
左
表
の
と
お
り
。

胸
補
助
対
象
者
…
市
に
住
民
票
が
あ

る
人
（
転
入
予
定
の
人
を
含
む
）
で
、

自
ら
居
住
す
る
住
宅
な
ど
に
補
助
対

象
設
備
を
設
置
し
た
人
、
ま
た
は
設

置
し
よ
う
と
す
る
人
。

※
原
則
と
し
て
工
事
着
工
前
の
申
請

が
必
要
で
す
が
、
左
表
の
※
3
～
6

に
掲
げ
る
補
助
対
象
設
備
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
に
限
り
平
成
　
年
4
月

25

1
日
か
ら
平
成
　
年
　
月
　
日
ま
で

25

10

31

の
間
に
設
置
を
し
た
場
合
は
、
設
置

後
で
あ
っ
て
も
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
補
助
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
内
3

6
5
）。

 剪
定
 枝
の
粉
砕
機

せ
ん
て
い

　
生
ご
み
処
理
機
の
貸
し
出
し

　
市
で
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
お
よ
び
剪
定
枝
の
減
量
化
、

資
源
化
を
推
進
す
る
を
こ
と
目
的
に
、

剪
定
枝
粉
砕
機
（
エ
ン
ジ
ン
式
、
電

気
式
）、
生
ご
み
処
理
機
の
普
及
、

促
進
を
図
る
た
め
機
器
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
機
器
の
貸
し
出
し
に
つ
い

て
は
事
前
予
約
が
必
要
で
、
い
く
つ

か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
左
記
ま
で
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
）。

　リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学
会
を
開
催

　
み
な
さ
ん
が
出
し
て
い
る
家
庭
ご

み
、
資
源
物
が
ど
の
よ
う
に
分
別
さ

れ
、
処
理
、
再
生
さ
れ
て
い
る
か
ご

存
じ
で
す
か
。

　
こ
の
見
学
会
は
、
ご
み
の
減
量
化

や
分
別
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
、
ご

み
処
理
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
な

（１１）平成２６年（２０１４）１月１日号

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
。

司
法
書
士
無
料
相
談

　
相
続
・
贈
与
な
ど
の
不
動
産
登
記
、

多
重
債
務
問
題
、
成
年
後
見
・
少
額

訴
訟
、
会
社
設
立
・
役
員
変
更
な
ど

の
商
業
登
記
な
ど
、
司
法
書
士
業
務

に
関
す
る
無
料
相
談
会
で
す
。

■時 
1
月
8
日
我
・
午
後
6
時
～
8
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
3

　医
師
に
よ
る

　
　
　「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
は
、
秘

密
厳
守
し
ま
す
。

※
相
談
は
一
人
約
　
分
。

30

■時 
2
月
6
日
牙
・
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
市
役
所
1
階
相
談
室
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

「
障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談
」

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

悩
み
な
ど
の
相
談
に
相
談
員
が
応
じ

ま
す
（
要
予
約
）。

■時 
■場 
左
表
の
と
お
り
。

■申 
い
ん
ば
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

（
緯
○99 
2
5
0
1
）。

相
談

住
宅
防
火
防
災
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
印
西
地
区
消
防
組
合
で
は
、
地
域

の
住
宅
防
火
防
災
活
動
の
よ
り
一
層

の
強
化
を
図
る
た
め
、
総
務
省
消
防

庁
主
催
に
よ
る
「
住
宅
防
火
防
災
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｉ
Ｎ
印
西
」
を
開

催
し
ま
す
。
住
宅
の
防
火
防
災
で
大

切
な
の
は
、「
自
ら
の
身
は
自
ら
守

る
」
と
い
う
意
識
で
す
。
タ
レ
ン
ト

の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
と
地
域

の
住
宅
防
火
防
災
対
策
を
考
え
ま
せ

ん
か
。

■時 
1
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

24

30

4
時
（
受
け
付
け
　
時
　
分
～
）。

12

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

環
境

ど
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
発
生

す
る
ご
み
焼
却
熱
を
地
域
冷
暖
房
に

利
用
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
見
学
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ご
み
問
題
や
環
境
に

つ
い
て
学
習
し
、
ご
み
減
量
化
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。
案
内
役
は
、
市
民

活
動
団
体
「
温
暖
化
防
止
印
西
」
が

努
め
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
～
午
後

18

4
時
（
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
集

合
）。

■内 
▼
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
一

般
廃
棄
物
の
焼
却
な
ど
／
大
塚
）
▼

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
焼
却
場
の

余
熱
を
利
用
し
た
地
域
冷
暖
房
／
大

塚
）
▼
㈱
印
旛
共
進
（
ビ
ン
・
カ
ン

な
ど
の
中
間
処
理
／
小
林
）
▼
㈱
佐

久
間
・
印
西
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
古
紙
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

中
間
処
理
／
松
崎
台
）
▼
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
（
焼
却
灰
な
ど
の
埋

立
処
分
／
岩
戸
）。

■対 
市
民
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■他 
弁
当
、
筆
記
用
具
持
参
。
写
真
撮

影
可
。
参
加
者
に
い
ん
ザ
イ
君
の
エ

コ
バ
ッ
ク
を
贈
呈
。

■申 
2
月
　
日
俄
（
土
・
日
曜
日
、
祝

10

日
は
除
く
）
ま
で
に
、
電
話
か
メ
ー

ル
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
・
■メール cle

an
k

a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。　

■内 
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
を
招
き

地
域
の
代
表
者
と
防
火
防
災
に
つ
い

て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
。

※
手
話
通
訳
あ
り
。

■費 
入
場
無
料
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
指
導
調
査
係
（
緯
○46 
9
9
7

1
）。

胸巡回相談　日程表胸

会　場日　時

印旛支所

　1階相談室

第１・３水曜日・
午前10時～正午
（祝日の場合はなし）

本埜支所

　1階相談室

第２・４水曜日・
午前10時～正午
（祝日の場合はなし）

階
会
議
室
（
中
央
南
）。

■問 
千
葉
司
法
書
士
会
佐
倉
支
部
支
部

長
・
廣
瀬
（
緯
0
4
3
―
4
6
1
―

7
5
4
2
）。

胸補助対象設備胸

補助金額補助対象設備

【戸建住宅】
1kWあたり40,000円
　（上限160,000円）
【集合住宅】
1kWあたり50,000円
　（上限500,000円）

太陽光発電システム　1

上限30,000円太陽熱利用温水器2

上限100,000円
家庭用燃料電池システム

（エネファーム）
3

上限100,000円
定置用リチウムイオン

蓄電システム
4

上限10,000円
エネルギー管理システム

（HEMS）
5

上限50,000円電気自動車充給電設備6

剪定枝粉砕機（電気式剪定枝粉砕機（電気式））

生
ご
み
処
理

生
ご
み
処
理
機機

葛
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
実

際
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
作
業

を
見
学
（
写
真
は
過
去
の
も

の
）

滑
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん

企業のＰＲに活用できます
市ホームページにバナー広告を募集中

　市では、ホームページ（http://www.city.inzai.lg.jp/）のトッ
プページにバナー広告枠を設け、企業広告などの掲載を募集
しています。
　月に平均約5万6千件（平成２４年度）のアクセスがある
当市ホームページへの広告掲載をぜひ、ご検討ください。
胸掲載料
　【市内に事業所を所有する企業】　月額12,000円。
　【市外に事業所を所有する企業】　月額15,000円。
胸広告掲載期間
　１カ月単位。
胸申し込み方法
　市ホームページの「ホームページバナー広告掲載申込書」
に記入し、下記窓口まで提出してください。
※詳しくは市ホームページより、「印西市ホームページバ
ナー広告募集要項」、「印西市広告掲載実施要綱」、「印西市広
告掲載基準」をご覧ください。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・419）。

バナー広バナー広告告
掲載場掲載場所所

剪定枝粉砕機（エンジン式剪定枝粉砕機（エンジン式））

そ
の
ほ
か
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刺刺 子育て情報コーナー子育て情報コーナー 刺刺
刺子育て支援センター　主な対象：就学前の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
■申 ７日峨・１０：００から電話または窓口
で受け付け。詳細は、おたより「たけ
のこ」参照。

にこにこ
　　ハッピー

29日我
10：30～11：15

中央駅前地域
交流館
（子育てルーム）
（緯○４６ 5111）

■対 ０歳～未就学児とその保護者。カ
レンダー作りとお話を楽しもう。手・
足型もとれます。■申 当日自由参加。

今日は何の日
おはなし
　　なあに？

22日我・23日牙
９：３0～1１：00
※お話は11：45～

みんなでハッピーバースデー。■対 0
歳～未就学児。■申 7日峨・１０：００から
電話・窓口で受け付け。

1月の
　　　誕生会

25日臥・11：０0～
（集合は10:15まで）

■対 ３カ月～１歳６カ月児とその保護
者。テーマ「離乳食の心配」。当日受付。

バブバブ
　　クラブ

7日・14日・21日
の火曜日
10：00～

小林子育て
支援センター
（緯碓80 8700）

お茶をいただきながら、ホッとタイ
ムを過ごしましょう。■対 利用されて
いる全保護者。■定 10組。■申 電話・窓口
で予約。

ふれあい
　　お茶の会

17日画
10：00～１1：00

1月生まれのお友だちをお祝いしよ
う。■対 1月生まれのお友だち。■申 電
話・窓口で予約。

お誕生会30日牙
11：０0～

親子で遊べる場所やコーナー遊びを提
供。広場は10：00～14：00まで開
催。各コーナー遊びは左記の時間にな
ります。当日自由参加。
※ランチルームとして12：00～12：
50まで児童館遊戯室を開放します。詳
細は、おたより「こぎつね」を参照。

簡単クラフト 8日我～17日画
10：00～11：00

こぎつね
コンタの広場
（ふれあい文化
館内緯碓４５ ３８００）

元気に遊ぼう
9日、16日、23日

の木曜日
10：00～11：30

 手遊びや
うた遊びお話
シアターなど

10日、17日、
31日の金曜日
１１：３０～１１：４５

「お正月あそびいろいろ」です。今月
の手遊びは「だるまさん」「馬はとし
とし」です。

おいでよ！
わくぽか広場

毎週水曜日～金曜日
9：00～14：00
※祝日を除く

わくわく
ぽかぽか広場
（総合福祉
センター内
緯○４２ ０１４４）

1月生まれのお友だちをお祝いしよ
う。■対 未就学児とその保護者。■申 当日
自由参加。

誕生会16日牙
１３：００～１３：２０

親子で遊べる場所やコーナー遊びが
できる広場。■時 １０：００～１５：００。
10日画「アロマ講座」、17日画音楽
でゴー・ゴー、24日画「ストレッチ
ピラティス講座」です。
詳しくは、おたより「ぽんぽこ通
信」を参照。

お部屋を
　　　飾ろう

毎週水曜日
１０：00～1５：00

マメタの
ぽんぽこ広場
（いんば児童館
緯○８０ ３９５０）

おはなし
　　わーるど

毎週木曜日
１1：４0～1１：５５

音楽でゴー・
ゴー＆講座デー

10日、17日、24日の金曜日
１１：４0～１１：５５

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
リズム遊びやお話しタイムなど。
■対 ０歳児～就学前の子どもとその
保護者。■申 自由参加。

ぽっかぽかタイム
火曜日～金曜日
（主催事業を除く）
11：0０～11:20

滝野子育て
支援センター
緯○９７ １８２２）

「ヨガ」、親子のふれあいタイム、コ
ミュニケーションタイム、身体測定、
看護師相談など。■対 ０～就学前の子
どもとその保護者。■申 自由参加。

ママ友クラス1８日臥
１０：３０～１１：30

写真付き、お誕生日カードをプレ
ゼント。■対 0歳～就学前の子とそ
の保護者。■申 自由参加。■費 無料。

1月の誕生会
３１日画

１０：３０～１１：３０
※10:30までに集合

講師：松本千恵子氏。■対 ０歳～未
就園児の親子。■定 14組（保育付
き）。■費 500円。■申 7日峨・9:00
から窓口で。

母親講座
「身体にやさしい
野菜料理に挑戦」

29日我
１0：30～１２：００

つどいの広場
（そうふけ
ふれあいの里
内・緯○４７ ７８８０）

■対 １歳半までの親子。■定 各15組。■申 
7日峨・9:00から電話と窓口へ（先
着順）。詳しくはつどいの広場へ。

ミニチェリー
　　　　ランド
「かわいい鬼さ
んのお面作り」

21日峨、28日峨
11：00～

羽根つきでお正月を楽しみましょ
う。羽根つきをしたいパパ集まれ
■対 親子10組（もちろんママもOK）。

毎月の講座
”パパを
　楽しもう”

11日臥
１1：00～１1：3０

ふれあい遊びや壁面制作、節分制
作などを実施。■対 俄は2歳～就学
前児。我は1歳児。画は0歳児。

こあらっこ
　　　タイム

毎週月、水、金曜日
10：30～11：30

西の原保育園
こあら
（緯碓４５ ０２９１）

歯科衛生士から歯磨きのポイント
を学ぼう。■対 臼0歳児。渦2歳～就
学前児嘘1歳児。■申 当日自由参加。

歯磨き講座
臼１0日画、渦27日俄、

嘘29日我
1０：30～11：30

「魔法のピンクバンド」みなさんと
一緒に音楽を楽しみましょう。■対 0
歳～就学前児とその保護者。■申 当日
自由参加。

親子講座
『コンサート』

1４日峨
１０：30～１1：3０

制作、リトミック、英語など親子
で楽しめるさまざまな活動。詳し
くは「てんとうむしだより」参照。

てんとうむし
で遊ぼう毎週月～金曜日

9：30～14:30原山保育園
（みんなのおへ
や緯碓４７ ６６33）

常勤の看護師による子育てや健康
の相談。

子育て相談＆
身体測定

専用のミニ園庭を自由に使うこと
ができます。園庭開放毎週火、水、木曜日

11：00過ぎ～12：00

室内の広場を開放しています。親
子で自由に遊べるスペースです。

ＪｏｙＪｏｙ
クラブ

毎週月～金曜日
９：0０～１２：００
１３：００～１５：0０しおん保育園

（しおんひろば
緯○４６ １３49）
※ホームペー
ジで予約可

しおんひろばの開催時間内に行い
ます。親子制作・リトミック・お
話会など。詳細は「しおんひろば
便り」を参照。

チャレンジ
　　　クラブ

14日、２１日、28日
峨30日牙

１０：１0～１０：３0

保護者の責任のもと、指定された
遊具や砂場で遊べます。園庭開放毎週月～金曜日

1１：０0～1２：０0
1月生まれのお友だちをお祝いし
ましょう。■対 0歳児～未就学児と
その保護者。■申 自由参加。

お誕生会24日画
11：00～11：30 

山ゆり保育園
（ぴよぴよくら
ぶ緯○９８ ３７７３）

節分の日にはかかせない、お面と
枡をお子さんと一緒に作れます。
■申 自由参加。

節分の日
　製作週間

27日俄～31日画
9：00～11：15 

講座と試食会。試食会で栄養士が食
事の相談にも応じます。■申 9日牙・
10：00から開始（電話申込不可）。

給食・離乳食
試食会
栄養相談会

29日我
11：30～12：30

栄養士による講座と試食会。詳し
くはホームページを参照。要予約。栄養相談

14日峨・21日峨
・28日峨

10：00～12：00
銀の鈴保育園
（かんがる～広
場・緯○４７ ７５６６）
※ホームページ
からも予約可。
活動のある日は、
１４：００まで部屋
を開放。

看護師による講座と健康相談、身
体測定。詳しくはホームページを参照。

発育・
　　健康相談

9日、牙16日牙、
23日牙、28日峨
10：00～

製作・リズム・お話などを行います。
※今月の「親子英語教室」は30日
牙です。

子育て支援
8日我、15日我、
22日我、27日俄
10：00～10：30

6日、7日、10日：お正月あそび、20
日：お誕生会＆お楽しみ会、24日：
ホップステップス28日：バブよち。
※詳しくはさくらだより参照。

子育て支援
６日俄・7日峨・10日画・
20日俄・24日画・28日峨

１０：００～１１：３０

牧の原宝保育園
（さくら広場・
緯○４９ ４０１１）

看護師による講座と健康相談を行
います。発育相談17日画・27日俄

10：00～11：30
18日：パステルアート。■定 5組。21
日：ベビーマッサージ。■定 10組。■費 
300円。■他 バスタオル。31日：栄養
士のお話（生きる力を付ける食に
ついて）。■定 10組。いずれも先着順。

申し込み制
講座

18日臥・21日峨・
31日画

１０：００～１１：３０

刺公園で遊ぼう（支援センターから）11：00～11：45※雨天時中止
担当センター内　容会　場日　時

（祝・休日除く）

中央駅前地域交流館
（緯○４６ 5111）

集まれ！駅前
ひろば（親子ふれ
あい遊び）

サザンプラザ
※駐車場はありません。10日画

小林子育て支援センター
（緯○８０ 8700）鬼と遊ぼう！

ふれあい文化館22日我
総合福祉センター29日我

山ゆり保育園ぴよぴよクラブ
（緯碓98 3773）

凧を作って遊び
ましょう（雨天
中止）

萩原公園10日画

西の原保育園こあら
（緯○４５ 0291）お正月あそび西の原公園7日峨

滝野子育て支援センター
（緯○97 1822）節分を楽しもう滝野子育て支援センター2３日牙

日時（祝・休日除く）会　場
12日蚊、26日蚊・11：00～大森図書館（おはなし室）

25日臥・15：00～小林図書館（遊戯室）
臼18日臥・１５：００～

渦11日臥、25日臥・１１：００～そうふけ図書館（おはなしのへや）

9日・16日・23日・30日の木曜日・
15：30～小倉台図書館（おはなし室）

30日牙・11：40～印旛図書館（いんば児童館）
18日臥・10：30～本埜図書館（おはなしコーナー）

おはなし会
　図書館では定期的におはなし会を行っています。紙芝居や大
きな絵本など、楽しいおはなしをご用意してお待ちしています。
　1月の日程は下記のとおりです。

※事業の申込みについては、本人または家族に限ります。
※各施設で子育てに関する相談も受け付けています。

■時 月曜～金曜・8：30～17:15。
■場 保健福祉センター（高花）。 
■内 子どもの成長や発達に心配のあ
るお子さんの相談・療育を行って

います。
※詳しくは下記まで。
■問 子ども発達センター（緯碓40 
6551）。

怯「子ども発達センターからのお知らせ」

刺児童館 主な対象：18歳未満の子どもとその保護者
対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

■申 8日我・10時～電話または窓口に
て受付。詳しくは、おたより「たけの
こ」を参照。

すこやかキッズ
　　　　「節分」

30日牙　　　
10：30～11：15

中央駅前
地域交流館
（緯○４６ ５１１１）

■内 手作りで楽しむ飾り■対 4歳～中学生。
（未就学児は保護者と一緒に制作）■定 
先着20人。■申 当日受付。

あそびのポケッ
ト「うさぎ親子
の置き飾り」　

　　18日臥　　　　
14：00～16：00

■対 4～18歳までと保護者。（未就学児
は保護者同伴）。■内 第1・3はドッチ
ボール、第2・4はバドミントンなど。

レクホールで　
　　　あそぼう

11日・18日・25日臥　
13：30～16：30

■対 1歳6カ月～4歳の子とその親。
■定 先着20人。■申 8日我10；00から
電話か窓口で受け付け（先着順）。

ほっぺにュッ！
「お買いもの
　　　　ごっこ」

29日我
10：00～11：00

そうふけ
児童館
（緯○４5 ３８００）

多目的室を開放します。ふれあい文
化館オリジナルカルタで楽しみま
しょう。■対 小学生～高校生。■申 当日
参加自由。

わんぱくラン
ドスペシャル
「ふれ文
　カルタ大会」

9日牙
１5：００～１6：0０

多目的室を開放します。バドミント
ンをしよう。■対 小学生～高校生。■申 当
日自由参加。

わんぱくランド
16日・23日・30日

の木曜日
１5：００～１6：3０

今月は「壁面制作＆お正月あそび」。
■対 未就学児とその保護者。当日自
由参加。

わんぱく
　　　タイム

10日・17日・24
日・31日の金曜日
10：00～11：00

子ども
ふれあい
センター
（緯○４２ ０１４４）

卓球、バドミントンやドッヂボール
を楽しもう。■対 市内在住小学生以上
～高齢者。自由参加。

ファミリー
スポーツ広場

11日・18日・25日の土曜日
5日・12日・19日・26日の日曜日

１３：３０～１５：１５
■対 市内在住の子育て世代～高齢者。
自由参加。■他 室内履き、汗拭きタオ
ル、水分補給の飲み物。

多世代交流
千春先生のアン
チエイジング

30日牙
10：00～12：00

17日「鬼のお面作り」、31日「節
分会」。■対 未就学児。■定 20人。■申 当
日・詳しくは、おたより「ぽんぽこ通
信」を参照。

フルーツランド
17日・31日の
金曜日

11：00～11：40いんば児童館
（緯碓80 3950） 手作り羽子板であそぼう。■対 ４歳以

上の子とその保護者、小学生。■定 １5
人。■申 当日受け付け。

キラキラキッズ30日牙
15：30～16：30
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夜、子どもが急に具合が悪くなったら

印旛市郡小児初期急病診療所（休日・夜間のみ）
佐倉市健康管理センター内（佐倉市江原台２－２７）

午後７時～翌朝６時平日・土曜日
診療時間

午前９時～午後5時・午後７時～翌朝６時日曜・祝日、年末年始

緯０４３－４８５－３３５５（診療時間内のみ）問い合わせ先

千葉県の小児救急電話相談
　受診したほうが良いのか、様子を見ても大丈夫なのか。看護師や小児科医が電話
でアドバイスします。

午後７時～１０時毎日相談時間

緯＃８０００（局番なし）プッシュ回線
電話番号

緯０４３－２４２－９９３９ダイヤル回線・携帯電話

時　間会　場対　象内　容日　付

受け付け
　９：30～9:45
開始９：30～

ふれあいセンターいんば平成25年9月生まれ
４カ月児相談

 8日我

中央駅前地域交流館1号館平成25年9～10月生まれ24日画

受け付け９：４５～
開始１０：００～

中央保健センター
平成25年5～6月生まれもぐもぐ教室

（離乳食教室）
9日牙

受け付け１３：３０～
開始 １３：４５～平成25年2～3月生まれかみかみ教室 

（離乳食教室）

受け付け９：４５～
開始１０：００～

ふれあいセンターいんば平成25年5～6月生まれもぐもぐ教室
（離乳食教室）22日我

受け付け
１３：００～１３：15

開始
１３：００～

中央保健センター平成24年5～6月生まれ１歳６カ月児
　　　　健診

7日峨

高花保健センター
平成24年6月生まれ28日峨

平成23年7月生まれ2歳児
　　歯科健診

 17日画

ふれあいセンターいんば平成23年7月生まれ31日画

中央保健センター平成22年6～7月生まれ
３歳児健診

 15日我

高花保健センター平成22年7月生まれ21日峨

※離乳食教室は、開催の3日前までに中央保健センターへお申し込みください。
試食費１００円。詳しくはお知らせをご覧ください。

碓伺 かかりつけ医
を持ちましょう

●健康づくり相談・禁煙相談　※予約制
時　　　間会　場日　付

１０：００～１２：００

本埜保健センター20日俄
高花保健センター23日牙
中央保健センター29日我
ふれあいセンターいんば30日牙

※上記日程以外でも来所または電話で、健康づくり相談を行っています。
担当者不在の場合もありますので、来所の際はあらかじめ中央保健セン
ターまでご連絡ください。

※祝・休日は実施していません。

市税などの
「夜間・休日納付相談窓口」

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話市長談話室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
　市長と直接対話のできる市長談話室。
下表の日程（変更の場合あり）で開設
しています。予約は不要です。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・
419）。

午後2時
　～4時

午前10時
　～正午

〇1月16日牙
本庁舎

今月の各種相談
問い合わせ会　　　　場日　　　　時相　談　名

市民課窓口班
緯内線235・238・239

市役所会議棟２階

10日画、２８日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【１０日は当日8：45から会場で受け付け】※先着8人。
【２８日は２１日峨8：45から電話予約】※先着8人。

市民生活相談
市民生活相談員による日常の諸問題
（家族・近隣関係など）

10日画、２８日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【１０日は当日8：45から会場で受け付け】※先着10人。
【２８日は２１日峨8：45から電話予約】※先着20人。

法律相談
弁護士による法律相談

市民安全課市民安全班
緯内線712・714

10日画
10：00～12：00、13：00～15：00
【当日8：45から会場で受け付け】

交通事故相談
交通事故相談員による相談

秘書広報課広報広聴班
緯内線418・419

行政相談
行政相談員による行政（国・県含む）に
対する苦情など

市民課戸籍班
緯内線232・233

人権相談
人権相談員による相談

印西市
消費生活センター
緯碓４２ 3306

市役所附属棟
2階

毎週月、火、水、金曜日
9：30～12：00、13：00～16：30

【電話相談も可】

消費生活相談
消費生活相談員による商品品質、訪
問販売の苦情などの相談

ちば北総地域若者
サポートステーション
緯碓24 7880

23日牙
10：00～12：00、13：00～17：00

【電話で要予約】

若者サポートステーション出張相談
職業的自立を目指す若者（15～40
歳未満）やその保護者を対象とした
無料相談。

印西市商工会
緯碓４２ 2750

中央公民館1階
第一会議室

12日蚊
10：00～12：00、13：00～15：00

【事前予約優先】

住宅相談
商工会建設業部会によるリフォーム
などの相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180直通

市役所1階
家庭児童相談室

毎週月～金曜日
9：00～16：00
【電話相談も可】

家庭児童相談・
　　　　母子自立支援相談
家庭相談員・母子自立支援員による、
18歳までの子どもや母子家庭など
の問題についての各種相談

社会福祉協議会
（総合福祉センター内）
緯碓４２ 0294

総合福祉センター
毎週水、金曜日

10：00～12：00、13：00～15：00

心配ごと相談
心配ごと相談員による悩みごと相談

教育相談専用電話
緯碓４７ 7830教育センター

毎週月～金曜日
9：30～12：00、13：00～15：30

教育相談
教育相談員による小・中学校の教育
に関する相談

毎週月～金曜日
9：00～17：00

子ども相談室
小・中学生からの悩み相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180市役所附属棟2階

16日牙、30日牙
10：00～12：00、13：00～16：00
【予約制・1人50分・電話相談も可】

女性の悩み相談
女性が抱えている悩み全般

 企画政策 
き か く せ い さ く

 課 
か

 企画政策  班 
き か く せ い さ く  は ん

緯碓４２ 5111 内線 472
な い せ ん

 市役所 ・
しやくしょ

 企画政策課 
きかくせいさくか

 第 2金 曜  日
だい

     ・9：00～16：00
き ん よ う び

※ 事前 に 予約 が 必要 です。
じ ぜ ん  よ や く  ひ つ よ う 外国人 のための

が い こくじん

 無料相談 
むりょうそうだん

平成25年1月1日～平成25年11月３0日
死者数傷者数人身事故発生数
１６８人２４，１８６人１9，318件千 葉 県
５人４９０人３７４件印西警察署管内
３人２８９人２２６件印 西 市 内

全国死者数３，８８３人　千葉県－全国ワースト２位－

胸交通事故発生状況胸

平成2５年11月30日現在
昨年との
比較今年の累計11月

－８件４０件０件火災
　２０４件３,２７６件２５７件救急
８件４２件４件救助

胸火災等発生件数（印西市内）胸

胸市役所本庁…11日臥・25日臥（8：30～17：15）。
胸中央駅前出張所…4日臥・18日臥・（8：30～17：15）。

胸印旛支所…毎週土曜日・（8：30～12：00）。
胸滝野出張所…毎週土、日曜日・（8：30～17：15）
※年末年始（12月29日蚊～平成26年1月3日画）は、
休日開庁を行いませんのでご注意ください。

今月の市民課窓口業務の土曜・日曜開庁日程

　25日 臥 は8：30～12：30、31
日画は20：00まで納付相談窓口を
開設しています。
胸開設場所…市役所国保年金課。
※出入口は正面玄関をご利用くださ
い。
胸取扱税（料）目…市民税・県民税、
固定資産税・都市計画税、軽自動車
税、国民健康保険税、介護保険料お
よび後期高齢者医療保険料。
胸必要書類…納税通知書、印鑑など。
■問 納税課収納管理班（緯内線３１7）、
国保年金課保険税班（緯内線２８３）、
国保年金課高齢者医療年金班（緯内
線288）、介護福祉課介護保険班（緯
内線277）。

保健センター通信 中央保健センター
（緯碓４２ ５５９５）

　●予防接種、乳幼児健診・相談・教室を受ける場合●
　ガイドブックの中にある予診票を記入し持参。保護者の
同伴が必要です。

■乳幼児健診・相談・教室■一般対象（血圧測定ほか、生活習慣病予防・栄養相談など）

●パパママクラス1月　対象は初めて出産を迎えるご夫婦
　※申し込み制・定員24人

時　間内　容会　場日　付

１3:00～
　16:00

プレ子育て体験（おむつの替え方・
もく浴など）、妊婦疑似体験など
※母子手帳持参

高花保健
センター18日臥

転入者のみなさんへ
胸
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
票
の
未
手
続
き
の
妊
婦
と
０

歳
児
の
保
護
者
は
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

胸
予
防
接
種
実
施
状
況
が
未
届
け
の
場
合
、
健
診
票
・
予
診

票
が
届
か
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
　
歳
未
満
の
人
）。

19

■妊婦対象（栄養や日常生活の相談など）
●プレママクラス2月コース（3回）対象は市内在住の初妊婦
　※申し込み制・定員24人

時　間内　容会　場日　付
10：15～
　　　14：00

プレ子育て体験、妊婦疑似体
験など。

高花保健
センター

30日牙

いずれも　　
　１3:15～
　　　16:00

妊娠中の過ごし方（妊婦体
操など※母子手帳持参2月３日俄
プレ子育て体験（もく浴、オ
ムツの替え方など）2月20日牙
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（評）自然の厳しさとともに、
大桜の力強さも感じる一枚。

第22回　ふるさと発見フォトコンテスト

怯佳作
怯大桜受難（吉高）
怯田村 雅彦（酒々井町）

こちら編集こちら編集室室

秘書広報課広報広聴班

よ
く
見
…
よ
く
聞
き
…

　
　
　
　
正
し
く
お
知
ら
せ

 牡蠣 と小松菜のオイスターソース炒め
かき

お
酒
と
上
手
に

　
　
お
付
き
合
い
を
す
る
た
め
に

　材料（4人分）
　牡蠣（むき身）２００ｇ、オイスターソース小さじ１、
小松菜1袋（１８０ｇくらい）、油小さじ２、小麦粉大
さじ１、酒大さじ１、塩少々、　こしょう少々。
　作り方
臼牡蠣は、ざるに入れて流水でふり洗いし、水気をふ
いてオイスターソースをまぶしておく。
②小松菜は４ ㎝ くらいの長さに切り、茎と葉に分け
て水気を切る。
③フライパンに油を熱し、●1 の牡蠣を入れていため、
次に●２ の小松菜の茎を加え更に炒める。牡蠣に火が
通ったら、酒を加えてひと混ぜし、小松菜の葉を加え
ていため、小麦粉を振り入れて炒め合わせる。
④●３ に塩・こしょうを加えて味を調える。
★１人あたりの栄養価
エネルギー73kcal、たんぱく質4.0ｇ、脂質　8.4mg、
カルシウム58mg、塩分1.0ｇ。
提供…地区健康推進員のみなさん。

印西市観光協会主催

平成２６年（２０１４）１月１日号（１４）

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
み
な
さ
ん
も

楽
し
く
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
機
会
が

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
お
酒
に
関
す
る
格
言
・
こ
と
わ

ざ
に
は
「
酒
は
百
薬
の
長
・
酒
に
十

の
得
あ
り
」な
ど
、
お
酒
の
素
晴
ら
し

さ
を
表
す
反
面
「
酒
に
呑
ま
れ
る
・

酒
は
飲
む
と
も
飲
ま
れ
る
な
」
と
い

う
戒
め
の
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
ご
承
知
か
と
思
い
ま

す
が
、
健
康
日
本
　
で
は
「
節
度
あ

21

る
適
度
な
飲
酒
」
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

に
換
算
し
1
日
約
　
扱
程
度
と
し
て

20

い
ま
す
。
日
本
酒
は
1
合
弱
、
ビ
ー

ル
は
中
び
ん
1
本
、
ワ
イ
ン
は
グ
ラ

ス
2
杯
、
ウ
イ
ス
キ
ー
は
ダ
ブ
ル
1

杯
、
焼
酎
（
　
度
）
は
半
合
弱
が
お

35

お
よ
そ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。

※
高
齢
者
や
女
性
は
も
う
少
し

控
え
た
方
が
良
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
適
量
な
飲
酒
で
の
効
果
と
し
て
は

空
腹
感
・
食
欲
の
増
進
、
血
管
の
拡

張
、
血
行
の
促
進
、
緊
張
・
ス
ト
レ

ス
の
緩
和
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
円
滑
化
と
い
っ
た
効
果
も
あ
り
ま

す
（
個
人
差
あ
り
）。
適
量
の
飲
酒

は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
面
が
多
く
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

怯
「
ア
ル
ハ
ラ
」
に
注
意
鎧

　「
ア
ル
ハ
ラ
」
と
は
「
ア
ル
コ
ー

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
略
で
、
飲

酒
に
ま
つ
わ
る
人
権
侵
害
で
す
。

【
主
な
ア
ル
ハ
ラ
】

▼
飲
酒
の
強
要
（
上
下
関
係
・
集
団

に
よ
る
は
や
し
立
て
な
ど
心
理
的
な

圧
力
を
か
け
、
飲
ま
ざ
る
を
え
な
い

状
況
に
追
い
込
む
）。

▼
イ
ッ
キ
飲
ま
せ
（
場
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

イ
ッ
キ
飲
み
や
早
飲
み
競

争
を
さ
せ
る
）。

▼
意
図
的
な
酔
い
つ
ぶ
し

（
酔
い
つ
ぶ
す
こ
と
を
意

図
し
て
飲
み
会
を
行
う
こ

と
。
傷
害
行
為
に
も
相

当
）。

▼
飲
め
な
い
人
へ
の
配
慮

を
欠
く
（
本
人
の
体
質
や

意
向
を
無
視
し
て
飲
酒
を

勧
め
る
、
飲
め
な
い
こ
と

を
か
ら
か
っ
た
り
侮
辱
す
る
）。

▼
酔
っ
た
上
で
の
迷
惑
行
為
（
酔
っ

て
か
ら
む
、
暴
言
・
暴
力
、
セ
ク
ハ

ラ
、
ひ
ん
し
ゅ
く
行
為
な
ど
）。

　
い
ず
れ
も
1
つ
で
も
該
当
す
れ
ば

「
ア
ル
ハ
ラ
」
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

「
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
」
を
も
う
一

度
考
え
、
笑
顔
で
お
酒
と
付
き
合
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

怯
「
悪
酔
い
し
や
す
い
人
」
と

お
酒
の
つ
き
合
い
方

　
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
の
反
応
は
、

生
ま
れ
つ
き
の
体
質
で
す
。
そ
の
違

い
を
決
め
る
の
は
「
A
L
D
H
2
」

と
い
う
酵
素
の
働
き
方
。

酒
類
に
含
ま
れ
る
エ
チ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
肝

臓
で
分
解
さ
れ
る
と
毒

性
の
強
い
「
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
」
に
な

り
ま
す
。
こ
の
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
を
分
解
し

て
酢
酸
に
変
え
る
酵
素

の
う
ち
、
一
番
の
働
き
者
が
A
L
D

H
2
な
の
で
す
。

　
日
本
人
の
約
1
割
が
『
全
く
飲
め

な
い
タ
イ
プ
』
と
い
わ
れ
、
A
L
D

H
2
が
全
く
働
か
ず
、
ど
ん
な
に
訓

練
し
て
も
飲
め
る
よ
う
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
3
割
の
人
は
A
L
D
H
2
が

わ
ず
か
に
働
く
た
め
、
多
少
は
飲
め

る
よ
う
に
な
る
事
も
あ

る
そ
う
で
す
が
、
飲
み
過

ぎ
る
と
肝
臓
な
ど
の
臓

器
に
害
を
受
け
や
す
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
残

る
6
割
の
人
が
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
に
よ
る
悪

酔
い
を
あ
ま
り
経
験
せ

ず
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
酔

い
を
楽
し
め
る
人
で
す
。
で
も
、
つ

い
飲
み
過
ぎ
て
し
ま
い
肝
臓
障
害
の

リ
ス
ク
も
大
き
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
自
分
に

あ
っ
た
お
酒
の
つ
き
合
い
方
を
再
度

確
認
し
、
上
手
に
お
酒
と
お
付
き
合

い
を
し
ま
し
ょ
う
。　
　

　
本
紙
最
終
面
に
は
お
酒
に
ま
つ
わ

る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
新
年

を
迎
え
、
お
酒
を
飲
む
機
会
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
新
成
人
の
み

な
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
お
酒
と
向
き

合
う
1
年
生
と
し
て
一
読
し
て
い
た

だ
き
、
大
人
の
み
な
さ
ん
は
、
子
ど

も
た
ち
の
お
手
本
に
な
る
よ
う
心
が

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
で
第
　
回
を
迎
え
る

40

正
月
マ
ラ
ソ
ン
。
印
西
野
外
活
動
協

会
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
協
力
に
よ
り
、

今
ま
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
を
も
っ
て
　
年
の
歴

40

史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
わ
た
し
自
身
小
学
生
の
時
に
走

り
、
ま
た
我
が
子
と
も
一
緒
に
走
っ

た
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
歴
史
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
な
く

な
る
の
は
と
て
も
残
念
で
す
が
、
あ

り
が
と
う
と
言
い
た
い
。　
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